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明
治
大
学
教
養
論
集

雄
略
記
の
歌
と
散
文

―
―
五
一
四
九
頁

一
、
歌
と
散
文
の
構
成
と
注
釈
の
方
針

↓
現
空
間
の
解
読
と
注
釈
I

仁
徳
皇
統
は
履
中
・
反
正
・
允
恭
の
子
の
世
代
か
ら
、
安
康
・
雄
略
の
孫
の
世
代
に
移
っ
て
い
く
。
歌
か
ら
見
る
と
、
古
事
記
下
巻

で
は
雄
略
記
の
十
四
首
は
仁
徳
記
の
二
十
三
首
に
次
ぐ
歌
数
で
あ
っ
て
、
軽
太
子
関
連
の
十
二
首
と
と
も
に
仁
徳
の
子
孫
の
世
代
と
し

て
は
際
立
っ
て
多
い
。
中
巻
と
比
較
し
て
も
、
神
武
記
の
十
三
首
、
景
行
記
の
十
五
首
、
応
神
記
の
十
一
首
に
匹
敵
す
る
歌
数
で
あ
り
、

雄
略
記
に
は
歌
と
散
文
に
よ
っ
て
叙
述
す
る
意
図
が
強
く
働
い
て
い
た
こ
と
を
そ
の
歌
数
は
示
し
て
い
る
。

下
巻
で
は
皇
位
継
承
の
争
い
が
多
く
語
ら
れ
る
。
仁
徳
記
の
速
総
別
王
、
履
中
記
の
墨
江
中
王
、
允
恭
記
の
軽
王
、
安
康
記
の

H
弱

王
と
、
ほ
ぽ
各
代
に
皇
位
資
格
者
た
る
王
た
ち
の
死
が
記
述
さ
れ
る
。
当
の
雄
略
も
対
立
す
る
市
辺
之
押
歯
王
を
殺
害
し
て
皇
位
に
即

く
。
そ
の
結
果
、
雄
略
記
に
は
皇
位
争
い
の
記
述
が
な
く
、
雄
略
に
至
っ
て
よ
う
や
く
仁
徳
皇
統
の
安
定
し
た
統
治
が
実
現
し
た
よ
う

に
見
え
る
。
強
大
な
権
威
を
も
つ
天
皇
の
治
世
こ
そ
、
雄
略
に
求
め
ら
れ
た
天
皇
像
で
あ
っ
た
こ
と
は
そ
の
記
述
か
ら
容
易
に
窺
え
る
。

そ
の
雄
略
天
皇
像
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
の
が
十
四
首
の
歌
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
歌
の
あ
り
方
か
ら
い
っ
て
も
、
下

(
I
)
 

通
巻
五
四
六
号
（
二
0
二
0
.
-
＝-）

居

駒

永

幸
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①

若

B
下
部
王
へ
の
求
婚

②
赤
猪
子
と
の
婚
約
と
再
会

築
く
や
玉
垣
…
…
…
…
…
…
（
記

93)

入
江
の
蓮
…
…
…
…
…
…
（
記

94)

③
吉
野
の
童
女

此
方
の
山
と
…
…
…
…
…
（
記

90)

④
阿
岐
豆
野
の
遊
猟

呉
床
居
の
神
の
御
手
も
ち
…
…
…
…
（
記

95)

日
下
江
の

御
諸
に

引
田
の
若
栗
栖
原
…
…
…
…
…
…
・
:
（
記

92)

御
諸
の
厳
白
構
が
本
…
…
…
…
…
…
（
記

91)

日
下
部
の

雄
略
記
全
体
の
歌
と
散
文
の
構
成
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

巻
に
は
仁
徳
か
ら
雄
略
へ
と
い
う
安
定
し
た
統
治
の
継
承
を
記
述
す
る
意
図
が
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

古
事
記
の
下
巻
は
聖
帝
の
世
と
称
さ
れ
た
仁
徳
か
ら
始
ま
る
。
そ
こ
で
は
大
后
の
嫉
妬
や
求
婚
を
拒
絶
さ
れ
る
人
間
的
な
天
皇
が
記

述
さ
れ
る
。
人
と
し
て
の
天
皇
の
時
代
が
始
ま
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
雄
略
記
で
は
歌
に
よ
っ
て
神
と
同
等
の
天
皇
像
が
描
か
れ
る
。

「
呉
床
居
の

神
の
御
手
も
ち
」
（
記

95)
と
う
た
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
散
文
で
も
一
言
主
大
神
に
見
送
ら
れ
る
雄
略
を
記
述
し
、
神
と

交
流
す
る
姿
は
他
の
天
皇
記
に
類
例
を
見
な
い
。
そ
れ
を
受
け
て
豊
楽
で
う
た
わ
れ
る
天
語
歌
に
は
創
世
神
話
の
表
現
や
天
皇
統
治
の

荘
重
な
詞
句
が
見
ら
れ
る
。
仁
徳
皇
統
を
継
承
す
る
雄
略
朝
の
安
定
し
た
統
治
は
歌
の
つ
な
が
り
の
中
に
叙
述
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
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わ
が
大
君
の
…
…
…
…
（
記

103)

水
そ
そ
く
臣
の
嬢
子
…
…
…
…
…
…
（
記

102)

こ
の
高
市
に
…
…
…
…
…
・
:
（
記

loo)

も
も
し
き
の

⑧
哀
抒
比
売
の
献
酒

や
す
み
し
し

①
ー
⑧
は
話
題
の
上
か
ら
大
き
く
二
分
さ
れ
る
。
①
ー
⑥
の
行
幸
説
話
と
⑦
⑧
の
豊
楽
で
あ
る
。
行
幸
説
話
は
各
地
名
の
も
と
に
語

ら
れ
る
と
い
う
特
色
が
あ
る
。
①
は
天
皇
が
日
下
の
地
に
若
日
下
部
王
を
訪
ね
、
求
婚
の
歌
を
贈
る
話
。
②
は
天
皇
が
美
和
（
三
輪
）

河
で
出
遇
っ
た
引
田
部
赤
猪
子
と
婚
約
し
た
の
を
忘
れ
、
老
女
に
な
っ
た
赤
猪
子
と
再
会
し
て
歌
を
唱
和
す
る
話
。
③
は
天
皇
が
吉
野

の
童
女
と
結
婚
し
、
天
皇
の
琴
に
合
わ
せ
て
よ
く
舞
う
童
女
の
姿
を
見
て
歌
を
詠
む
話
。
④
は
天
皇
が
阿
岐
豆
野
で
狩
を
し
た
時
、
腕

に
咬
み
つ
く
虻
を
蜻
蛉
が
喰
い
去
っ
た
の
を
見
て
歌
を
詠
む
話
。
⑤
は
葛
城
山
で
天
皇
が
大
猪
に
追
い
か
け
ら
れ
、
木
の
上
に
逃
げ

大
宮
入
は
…
…
…
…
…
（
記

101)

大
和
の

纏
向
の

⑦
豊
楽
と
三
重
の
采
女

日
代
の
宮
は
…
…
…
…
…
…
（
記

99)

嬢
子
の

い
隠
る
岡
を
…
…
…
…
…
…
（
記

98)

み
吉
野
の

⑤
葛
城
山
の
大
猪

や
す
み
し
し

⑥
哀
抒
比
売
へ
の
求
婚 我
が
大
君
の
…
…
…
…
（
記

97)

小
牟
漏
が
嶽
に
…
…
…
・
:
（
記

96)
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に
変
わ
ら
な
い
。

前
半
の
行
幸
説
話
か
ら
後
半
の
豊
楽
へ
と
つ
な
ぐ
役
割
を
も
つ
。

登
っ
て
歌
を
詠
む
話
。
⑥
は
天
皇
か
哀
抒
比
売
に
求
婚
す
る
た
め
に
春
日
の
地
に
行
っ
た
と
こ
ろ
、
比
売
が
逃
げ
箆
れ
た
の
を
見
て
歌

を
詠
む
話
。
⑦
は
長
谷
の
豊
楽
で
三
重
の
采
女
が
天
皇
の
怒
り
を
買
っ
て
殺
さ
れ
よ
う
と
し
た
時
に
歌
を
奏
上
し
、
続
い
て
后
と
天
皇

が
唱
和
す
る
話
。

(8ご
は
同
じ
豊
楽
で
哀
抒
比
売
が
献
酒
し
て
天
臭
と
歌
を
唱
和
す
る
話
。
以
上
の
八
話
の
う
ち
①
ー
③
と
⑥
が
求
婚
や

結
婚
、
④
⑤
が
狩
猟
を
話
題
と
す
る
行
幸
説
話
で
、
⑦
R
)
が
翌
楽
で
の
唱
和
歌
と
な
っ
て
い
る
が
、
⑥
の
哀
抒
比
売
は
⑧
に
も
頂
出
し
、

雄
略
記
の
前
半
部
を
構
成
す
る
婚
姻
や
狩
猟
の
行
幸
説
話
は
安
定
し
た
天
皇
統
治
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
後
半
部
の
長
谷
の
豊
楽
と

そ
の
歌
か
ら
は
仁
徳
皇
統
を
継
承
す
る
雄
略
治
世
を
讃
美
す
る
意
図
が
観
取
さ
れ
る
。
歌
と
散
文
の
あ
い
だ
の
表
現
空
問
を
解
読
し
、

細
部
に
わ
た
っ
て
そ
の
よ
う
な
意
図
を
明
ら
か
に
し
つ
つ
、
以
下
、
注
釈
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

そ
の
注
釈
の
基
本
的
な
方
針
は
、
あ
く
ま
で
も
雄
略
記
の
歌
と
散
文
を
読
み
解
く
こ
と
に
終
始
す
る
。
そ
の
歌
か
独
立
歌
謡
か
否
か

と
い
う
観
点
は
と
ら
な
い
。
本
稿
の
目
的
は
歌
の
来
歴
を
辿
る
こ
と
で
は
な
く
、
古
事
記
の
文
脈
こ
そ
が
読
み
解
く
対
象
で
あ
る
。
古

事
記
の
歌
は
宮
廷
史
を
伝
え
る
歴
史
叙
述
に
他
な
ら
な
い
。
歌
の
説
明
と
し
て
の
散
文
は
む
し
ろ
歌
の
叙
事
か
ら
生
成
し
て
く
る
と
見

た
方
が
よ
い
。
古
事
記
の
文
体
は
そ
の
よ
う
な
歌
と
散
文
の
表
現
空
間
を
読
み
取
ら
せ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
本
稿
の

注
釈
で
は
雄
略
記
の
歌
と
散
文
の
関
係
に
目
を
配
り
、
そ
の
表
現
空
間
に
分
け
入
っ
て
読
み
解
い
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
C

な
お
、
こ
の
よ
う
な
注
釈
作
業
は
、
古
事
記
上
巻
の
「
古
事
記
神
話
の
歌
と
散
文
ー
表
現
空
間
の
解
読
と
注
釈
—
ー
、
」
（
「
明
治
大

学
人
文
科
学
研
究
所
紀
要
J

I
 

1
0
一
四
年
三
月
）
か
ら
始
め
、
す
で
に
下
巻
の
「
允
恭
記
の
歌
と
散
文

(
I
)
」
（
「
明
治
大
学
教
養
論

集
』
二

0
一
九
年
十
二
月
）
ま
で
順
次
進
め
て
い
る
。
本
稿
で
は
雄
略
品
の
前
半
部
、
す
な
わ
ち
①
ー
③
を
取
り
上
げ
る
が
、
訓
読
文
・

本
文
・
校
異
を
示
し
た
上
で
、
現
代
語
訳
（
歌
）
・
語
釈
そ
し
て
解
説
を
述
べ
る
と
い
う
方
針
や
ス
タ
イ
ル
は
、
上
記
の
注
釈
と
基
本
的
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二
、
若
日
下
部
王
へ
の
求
婚

＿
訓
読
文
】

は

じ

お

ほ

き

さ

き

（

さ

か

い

ま

た

だ

ご

え

み

ち

か

ふ

ち

い

で

ま

し

か

や

ま

う

（

＜

ぬ

ち

の

ぞ

初
め
、
大
后
、
日
下
に
坐
し
し
時
に
、
日
下
の
直
越
の
道
よ
り
、
河
内
に
幸
行
し
き
。
爾
し
て
、
山
の
上
に
登
り
て
国
内
を
望
め
ば
、

ゃ

か

つ

を

や

い

へ

す

め

ら

み

こ

と

そ

堅
魚
を
上
げ
て
舎
屋
を
作
れ
る
家
有
り
。
天
皇
、
其
の
家
を
問
は
し
め
て
云
ひ
し
く
、
「
其
の
、
堅
魚
を
上
げ
て
舎
を
作
れ
る
は
、
誰
が

ま

を

し

き

お

ほ

あ

が

た

ぬ

し

の

や

つ

こ

お

の

家
ぞ
」
と
い
ひ
き
。
答
へ
白
し
し
く
、
「
志
幾
の
大
県
主
が
家
ぞ
」
と
ま
を
し
き
。
爾
し
て
、
天
皇
の
詔
ら
し
し
く
、
「
奴
や
、
己
が
家

み

あ

ら

か

に

す

な

は

つ

か

は

お

か

し

こ

を
天
皇
の
御
舎
に
似
せ
て
造
れ
り
」
と
の
ら
し
て
、
即
ち
人
を
遣
し
て
其
の
家
を
焼
か
し
め
む
と
せ
し
時
に
、
其
の
大
県
主
、
憫
ぢ
畏

の

ま

を

あ

な

が

さ

と

あ

や

ま

い

と

か

し

こ

炉

‘

み

ま

ひ

も

の

た

て

ま

つ

み
て
、
稽
首
み
白
さ
く
、
「
奴
に
し
有
れ
ば
、
奴
随
ら
覚
ら
ず
し
て
過
ち
作
れ
る
は
甚
畏
し
。
の
み
の
御
幣
物
を
献
ら
む
。
能
美
の

こ

ゑ

も

ち

ぬ

の

い

ぬ

か

す

f

つ

お

の

う

が

ら

こ

し

は

さ

い

な

は

二
字
は
音
を
以
ゐ
る
。
」
と
ま
を
し
て
、
布
を
白
き
犬
に
繋
け
、
鈴
を
著
け
て
、
己
が
族
、
名
は
腰
侃
と
謂
ふ
人
に
、
犬
の
縄
を
取
ら
し

た

て

ま

つ

つ

や

め
て
献
上
り
き
。
故
、
其
の
、
火
を
著
く
る
こ
と
を
止
め
し
め
き
。

わ

か

く

さ

か

．

（

の

み

こ

も

と

た

ま

い

こ

け

ふ

あ

や

即
ち
、
其
の
若
日
下
部
王
の
許
に
幸
行
し
て
、
其
の
犬
を
賜
ひ
入
れ
て
詔
ら
し
め
て
、
「
是
の
物
は
、
今
日
道
に
得
つ
る
奇
し
き
物

ぞ
。
故
、
つ
ま
ど
ひ
の
物
ぞ
。
此
の
四
字
は
音
を
以
ゐ
る
。
」
と
云
ひ
て
賜
ひ
入
れ
き
。
是
に
、
若
日

F
部
王
、
天
皇
に
奏
さ
し
め
て
、

ひ

せ

お

の

れ

た

だ

ま

の

ぼ

つ

か

ま

つ

こ

こ

も

ち

か

へ

「
日
を
背
に
し
て
幸
行
し
し
事
、
甚
恐
し
。
故
、
己
、
直
に
参
ゐ
上
り
て
仕
へ
奉
ら
む
」
と
ま
を
さ
し
め
き
。
是
を
以
て
、
宮
に
還
り
上

ま

ゆ

た

し

り
坐
す
時
に
、
其
の
山
の
坂
の
上
に
行
き
立
ち
て
歌
ひ
て
日
は
く
、

く

さ

か

べ

こ

ち

や

ま

日
下
部
の
此
方
の
山
と

た

た

み

こ

も

へ

ぐ

り

や

ま

畳
薦
平
群
の
山
の

こ

ち

ご

ち

や

ま

か

ひ

此
方
此
方
の
山
の
峡
に
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母
登
休
波

多
斯
美

【
本
文
】

初
、
大
后
坐
一
日
下
一
之
時
、
自
二
日
下
之
直
越
道
一
、
幸
＿
一
行
河
内
一
。
か
、
登
山
上
一
望
同
内
一
者
、
有
下
上
堅
魚
咋
げ
舎
屋
一
之
家

上
。
天
皇
、
令
レ
問
ー
一
其
家
一
云
、
其
上
-

i

堅
魚
ー
作
レ
舎
者
誰
家
。
答
白
、
志
幾
之
大
県
主
家
。
か
、
天
皇
詔
者
、
奴
乎
、
己
家
似
二
天
皇
之

御
舎
盃
皿
造
、
即
遣
レ
人
令
レ
焼
i

一
其
家
一
之
時
、
其
大
県
主
憫
畏
、
稽
首
白
、
奴
有
者
、
随
レ
奴
不
レ
覚
而
過
作
甚
畏
c

故
、
献
二
能
美
之
御

幣
物
一
。
能
美
年
以
ぶ
口
C

布
緊
ー
一
白
犬
一
、
著
レ
鈴
而
、
己
族
名
謂
ー
一
腰
侃
一
人
、
令
レ
取
二
犬
縄
一
以
献
上
。
故
、
令
レ
止
二
其
著
一
レ
火
。

即
幸
ー
一
行
其
若
日
下
部
王
之
許
＿
、
賜
二
入
其
犬

l‘

令
レ
詔
、
是
物
者
、
今
日
得
レ
道
之
奇
物
。
故
、
都
麻
抒
比

云
而
賜
入
也
。
於
是
、
若
日
下
部
王
、
令
レ
奏
i

一
天
皇
一
、
背
／

H
幸
行
之
事
、
甚
恐
。
故
、
己
直
参
上
而
仕
奉
。
是
以
、
還
二
上
坐
於
宮
一

之
時
、
行
二
立
其
山
之
坂
上
ー
歌
日
、

(10)

（

11)

（

12)（
13) 

久
佐
加
弁
能
許
知
能
夜
麻
登

呂
久
麻
加
斯

多
々
美
許
母

伊
久
美
陀
気
根
斐

弊
具
理
能
夜
麻
能

（
は
）

須
恵
弊
休
波

許
知
碁
知
能

多
斯
美
陀
気
於
斐

夜
麻
能
賀
比
休

伊
久
美
陀
気

た

ざ

か

は

て

三

ろ

く

ま

か

し

立
ち
栄
ゆ
る
葉
広
熊
白
檸

も

と

く

だ

け

お

本
に
は
い
茂
み
竹
生
ひ

す

ゑ

へ

し

だ

け

お

末
辺
に
は
た
繁
み
竹
生
ひ
ね

だ
け

い
茂
み
竹
い
隠
み
は
寝
ず

た
繁
み
竹
確
に
は
率
寝
ず

の

ち

く

ね

お

も

づ

ま

後
も
隠
み
寝
む
そ
の
思
ひ
妻
あ
は
れ

つ

か

ひ

か

へ

即
ち
此
の
歌
を
持
た
し
め
て
使
を
返
し
き
。

多
知
耶
加
由
流
波
毘

此
四
字
以
/
音
°
之
物

伊
久
美
波
泥
受

（記
90)
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【
語
釈
】

H
下
部
の
こ
ち
ら
の
山
と
、
（
畳
胞
）
平
群
の
山
の
、
あ
ち
こ
ち
の
山
の
谷
間
に
生
い
茂
っ
て
い
る
葉
広
の
大
き
な
樫
の
木
。
根
本
に

は
い
く
み
竹
が
生
え
、
枝
先
の
方
に
は
た
し
み
竹
が
生
え
、
そ
の
い
く
み
竹
の
よ
う
に
隠
っ
て
寝
る
こ
と
は
せ
ず
、
た
し
み
竹
の
よ
う

に
確
か
に
共
寝
は
せ
ず
、
後
に
は
必
ず
隠
っ
て
共
寝
を
し
よ
う
ぞ
。
そ
の
い
と
し
く
思
う
妻
よ
、
あ
あ
。

系
譜
記
事
に
「
天
皇
、
大
日
下
王
之
妹
、
要
二
若
日
下
部
王
＿
。
無
レ
子
。
」
と
あ
る
。
仁
徳
記
系
譜
に
は
「
要
ー
一
上
云
日
向
之
諸

県
君
牛
諸
之
女
、
髪
長
比
売
一
、
生
御
子
、
波
多
昆
能
大
郎
子
、
亦
名
、
大
日
下
王
。
次
、
波
多
毘
能
若
郎
女
、
亦
名
、
長
目
比
売
命
、

＿
現
代
語
訳
】

(14)
底
本
ナ
シ
。
卜
部
系
に
よ
る
。

多
斯
ホ
波
章
泥
受

能
知
母
久
美
泥
牟

（記
90)

(
l
)
底
本
ほ
か
卜
部
系
諸
本
「
太
」
。
前
田
本
・
訂
正
古
訓
古
事
記
に
よ
る
。

(
2
)
底
本
「
早
」
。
卜
部
系
に
よ
る
。

(
3
)
底
本

「
追
」
。
卜
部
系
に
よ
る
。

(
4
)
底
本
「
其
時
」
。
卜
部
系
に
よ
る
。

(
5
)
底
本
「
省
」
。
卜
部
系
に
よ
る
。

(
6
)
底
本
「
弊
」
。
卜
部

系
に
よ
る
。

(
7
)
底
本
「
君
」
。
卜
部
系
に
よ
る
。

(
8
)
底
本
ナ
シ
。
卜
部
系
に
よ
る
。

(
9
)
底
本
「
自
」
。
卜
部
系
に
よ
る
。

(10)

底
本
「
又
」
。
卜
部
系
に
よ
る
。

(11)
底
本
「
牟
」
。
卜
部
系
に
よ
る
。

(12)
（13)
底
本
「
麻
夜
」
。
卜
部
系
に
よ
る
。

＿
校
異
】
即
令
レ
持
二
此
歌
一
而
返
／
使
也
。

陀
気

曽
能
狼
母
比
豆
麻
阿
波
礼
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若
日
下
部
王
」
と
あ
り
、
仁
徳
と
髪
長
比
売
の
あ
い
だ
の
子
で
、
兄
の
大
日
下
王
は
根
臣
の
識
言
に
よ
っ
て
安
康
に
殺
さ
れ
て
い
る
。

殺
害
理
由
は
有
力
な
皇
位
継
承
者
で
あ
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
が
、
妹
も
仁
徳
臭
統
に
連
な
る
有
力
な
皇
后
候
補
者
で
あ
っ
た
。
仁

徳
の
孫
の
雄
略
は
仁
徳
の
女
を
大
后
に
す
る
こ
と
で
、

天
皇
と
し
て
の
正
統
性
を
示
し
得
た
の
で
あ
る
。
「
大
日
下
」
「
若
日
下
」
の
対

の
名
は
兄
妹
の
絆
を
表
す
と
と
も
に
、
二
人
の
出
自
が
日
下
の
地
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
散
文
叙
述
に
若
日
下
部
王
の
方
の
み
出
て
く

る
の
は
、
波
多
毘
能
若
郎
女
が
系
譜
に
記
載
す
る
名
で
、
亦
の
名
が
説
話
伝
承
に
用
い
ら
れ
る
名
と
い
う
違
い
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。

H
下
の
直
越
の
道

大
和
か
ら
生
駒
山
を
越
え
て
河
内
の
日
下
に
下
る
直
路
。
万
葉
集
に
も
「
五
年
癸
酉
（
七
三
三
年
）
」
の
「
草
香
山

な

に

は

が

た

し

ほ

ひ

た

だ

こ

を
越
ゆ
る
時
」
の
歌
に
「
難
波
潟
潮
干
の
な
ご
り
よ
く
見
て
む
」

(
6
・
九
七
六
）
「
直
越
え
の
こ
の
道
に
て
し
お
し
て
る
や

な

に

は

な

づ

な

に

は

難
波
の
海
と
名
付
け
け
ら
し
も
」

(
6
・
九
七
七
）
と
あ
り
、
そ
の
逆
コ
ー
ス
と
し
て
「
お
し
て
る
難
波
を
過
ぎ
て
う
ち
な
び
く

く

さ

か

ゆ

ふ

ぐ

れ

わ

草
香
の
山
を
夕
暮
に
我
が
越
え
来
れ
ば
」

(
8
．
一
四
二
八
）
と
も
見
え
る
。
記
偲
は
暗
峠
の
道
と
す
る
が
、
諸
説
あ
る
。
西
宮
一

民
「
日
下
の
直
越
」
（
「
上
代
の
和
歌
と
言
語
』
）
は

1
中
垣
内
越
え
、

下
越
え
（
近
鉄
く
さ
ゑ
ざ
か
駅
の
北
の
道
を
東
へ
）
、

4
辻
子
越
え
、

2
善
根
寺
、

3
の
a
日
下
越
え
（
池
端
か
ら
束
へ
）
、

5
暗
峠
越
え
の
五
説
を
挙
げ
、
実
地
調
査
の
結
果
、

3
の
b
日

3
の
a
説
を

支
持
し
た
。
ま
た
千
田
稔
「
古
道
の
計
画
と
宗
教
性
」
（
藤
岡
謙
二
郎
監
修
『
琵
琶
湖
・
淀
川
・
大
和
川
』
）
は
平
城
京
と
難
波
京
の
両

南
辺
を
結
ぶ
道
で
、
鳴
川
峠
の
鞍
部
を
越
え
て
六
万
寺
に
至
る
コ
ー
ス
の
新
説
を
示
し
た
。
た
だ
、
足
利
健
亮
I

考
証
・
日
本
古
代
の

九
月
十
五
日
起

日
下
）
を
引
き
、
日
下
の
直
越
は
日
下
•
石
切
の
地
を
は
ず
し
て
考
え
ら
れ
な
い
と
反
論
し
、
「
草
香
山
」
（
日
下
山
）
と
し
て
生
駒
山

か
ら
区
別
さ
れ
る
山
地
で
、
辻
子
谷
越
え
よ
り
も
低
い
通
過
点
、
す
な
わ
ち
大
和
国
俵
口
村
か
ら
河
内
国
日
下
村
へ
の
直
越
え
と
し
た
。

ま
た
万
葉
集
一
四
二
八
歌
に
「
日
下
直
越
の
道
と
難
波
（
京
）
と
の
直
結
性
」
を
読
み
取
り
、

日
下
津
か
ら
の
水
路
、
あ
る
い
は
日
下

江
の
縁
を
西
進
す
る
陸
路
を
指
摘
し
た
の
は
見
逃
せ
な
い
。
日
下
の
直
越
は
日
下
江
と
そ
の
先
に
難
波
の
海
（
潟
）
を
眺
望
す
る
道
で

空
間
』

は
『
行
甚
年
譜
』
養
老
四
（
七
二

0
)
年
の
段
「
石
凝
院

在
河
内
国
河
内
郡
早
村
」
（
石
凝
は
石
切
、
早
は
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国
皇
別
に
「
志
紀
縣
主

志
幾
の
大
県
主

る
叙
述
に
な
っ
て
い
る
。

堅
魚

入
江

雄
略
記
が
こ
の
よ
う
な
地
理
的
関
係
を
踏
ま
え
て
い
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
必
ず
し
も
忠
実
な
地
理
の
記
述
を
意
味
し

な
い
。
日
下
の
地
名
は
あ
く
ま
で
も
雄
略
記
の
歌
と
散
文
の
関
係
に
お
い
て
記
述
さ
れ
る
。
日
下
は
若
日
下
部
王
を
呼
び
起
こ
し
、
雄

略
が
王
に
逢
い
に
行
く
直
越
え
の
道
で
あ
り
、
「
日
に
背
く
」
の
叙
述
を
導
き
、
「
日
下
部
の

此
方
の
山
と
」
や
「
日
下
江
の

の
蓮
」
の
歌
句
と
深
く
関
連
す
る
散
文
脈
を
構
成
す
る
の
で
あ
る
。
「
日
下
の
直
越
」
は
そ
の
文
脈
に
お
い
て
理
解
さ
れ
る
。

棟
木
に
横
に
並
べ
た
カ
ツ
ヲ
木
の
こ
と
。
貞
観
儀
式
に
「
大
嘗
宮
正
殿
一
宇
…
…
甍
置
二
五
尺
堅
魚
木
八
枚
至
全
一
捕
風
―
」
、
皇

太
神
宮
俄
式
帳
に
「
正
殿
壱
区
…
…
堅
魚
木
十
枚
長
各
七
尺
、
径
一
尺
七
寸
、
材
木
別
レ
端
以
レ
金
飾
」
と
あ
り
、
宮
殿
や
神
社
の
屋
根

に
上
げ
、
後
に
は
飾
り
と
な
っ
た
。
そ
の
始
ま
り
は
す
で
に
古
墳
の
家
型
埴
輪
に
見
ら
れ
、
思
想
大
系
古
事
記
が
言
う
よ
う
に
、
「
堅
魚

木
は
古
墳
時
代
の
豪
族
の
住
居
の
中
で
も
大
屋
根
を
持
つ
主
屋
に
、
装
飾
の
意
味
も
含
め
て
載
せ
ら
れ
た
」
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
部
分
、

仁
徳
の
国
見
が
「
於
ー
一
国
中
一
、
姻
、
不
レ
発
」
を
見
て
租
税
を
一
時
中
止
し
、
聖
帝
の
世
と
称
え
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
雄
略
の
国
見
は

堅
魚
を
上
げ
た
舎
屋
を
見
て
「
天
皇
の
御
舎
に
似
せ
て
造
れ
り
」
と
咎
め
、
大
県
主
の
家
を
焼
こ
う
と
す
る
、
天
皇
の
権
威
を
誇
示
す

志
機
は
倭
名
類
緊
抄
に
河
内
国
志
紀
郡
志
紀
郷
と
見
え
る
。
景
行
記
に
、
倭
建
命
が
白
烏
と
化
し
て
翔
天
し
、
「
河
内

国
の
志
幾
に
留
ま
り
き
」
と
出
て
く
る
志
幾
も
同
地
。
現
在
の
大
阪
市
八
尾
市
・
藤
井
寺
市
・
柏
原
市
の
地
域
。
新
撰
姓
氏
録
・
河
内

多
同
祖
。
神
八
井
耳
命
之
後
也
」
と
あ
り
、
延
喜
式
神
名
帳
の
河
内
国
志
紀
郡
に
志
貴
縣
主
神
社
が
あ
る
。

奈
良
時
代
初
期
、
河
内
の
志
貴
の
縣
は
国
府
古
市
台
地
に
連
な
る
朝
廷
直
轄
地
で
、
そ
れ
を
管
理
す
る
豪
族
が
志
貴
縣
主
と
志
貴
首
で

あ
り
、
そ
の
祖
神
を
祭
っ
た
の
が
志
貴
縣
主
神
社
の
地
で
あ
る
と
い
う
（
『
式
内
社
調
査
報
告
』
第
四
巻
、
京
・
畿
内
4
)
。
令
制
以
前
、

こ
の
肥
沃
な
台
地
に
強
大
な
勢
力
を
誇
示
し
た
族
長
が
志
幾
の
大
縣
主
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
大
縣
主
の
象
徴
が
堅
魚
を
上
げ
た
舎

あ
っ
た
こ
と
を
示
す
か
ら
で
あ
る
。
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屋
に
他
な
ら
な
い
。
な
お
、
緩
靖
記
の
師
木
（
磯
城
）
県
主
は
現
在
の
桜
井
市
周
辺
を
本
拠
と
す
る
別
系
統
の
氏
族
で
あ
る
。

稽
首
み
白
さ
く

「
稽
首
白
」
は
卜
部
系
諸
本
に
カ
シ
コ
マ
リ
テ
マ
ウ
サ
ク
、
鼈
頭
古
事
記
に
ヲ
ガ
ミ
テ
マ
ウ
サ
ク
と
あ
り
、
訂
正
古
訓

古
事
記
は
ノ
ミ
マ
ウ
サ
ク
と
訓
む
。
崇
神
紀
の
「
叩
頭
日
、
我
君
」
に
付
す
「
叩
頭
、
此
云
-

i

廼
務
―
」
の
訓
注
な
ど
を
根
拠
に
、
記
偲

は
ノ
ミ
の
訓
を
採
用
し
、
稽
首
も
叩
頭
も
「
事
の
さ
ま
も
皆
同
じ
」
と
す
る
。
両
語
と
も
頭
を
地
に
つ
け
て
礼
を
す
る
意
。
万
葉
歌
に

「
天
地
の
神
を
乞
ひ
藷
み
」

(
3
•四
四
三
）
と
あ
る
よ
う
に
、
ノ
ム
は
本
来
祈
る
の
意
で
あ
る
が
、
頭
を
地
に
つ
け
て
許
し
を
乞
う
意

に
も
用
い
ら
れ
た
。
ノ
ム
の
通
説
に
対
し
て
、
稽
首
を
身
体
に
即
し
た
表
現
の
ヌ
カ
ッ
ク
と
す
る
新
編
全
集
古
事
記
の
新
訓
も
見
ら
れ

る
。
次
の
会
話
文
中
の
「
能
美
」
は
「
稽
首
」
の
名
詞
形
ノ
ミ
を
仮
名
書
き
で
示
し
た
と
見
て
、
「
稽
首
」
は
通
説
の
ノ
ム
で
訓
む
。

の
み
の
御
幣
物

あ
り
、
通
説
で
は
マ
ヒ
シ
ツ
と
訓
ま
れ
る
。
玉
を
国
王
の
子
に
贈
り
物
と
し
た
と
い
う
意
。
万
葉
歌
に
「
若
け
れ
ば

ま

ひ
末
比
は
せ
む
」
（

5
・
九

0
五
）
と
あ
り
、

上
し
た
と
あ
る
。
こ
の
部
分
は
志
幾
の
大
県
主
が
天
皇
に
服
従
す
る
話
で
、
「
御
幣
物
」
の
語
は
地
方
豪
族
の
服
属
を
象
徴
す
る
。
雄
略

天
皇
の
強
大
な
統
治
を
示
す
話
で
あ
る
。

つ
ま
ど
ひ
の
物

頭
を
地
に
つ
け
て
許
し
を
乞
う
た
め
の
献
上
物
。
「
幣
」
は
応
神
記
に
「
解
二
其
腰
之
玉
一
、
幣
-

i

其
国
主
之
子
＿
」
と

道
行
き
知
ら
じ

マ
ヒ
は
ま
い
な
い
、
贈
り
物
を
言
う
。
後
文
に
、
布
を
掛
け
た
白
き
犬
を
贈
り
物
と
し
て
献

求
婚
の
贈
り
物
。
志
幾
の
大
県
主
か
ら
献
上
さ
れ
た
白
き
犬
を
指
す
。
常
陸
国
風
土
記
・
筑
波
郡
に
「
俗
諺
云
、
筑

波
峰
之
会
、
不
加
戸
婢
財
一
者
、
児
女
不
五
硲
k

」
と
あ
り
、
「
婢
財
」
は
婚
約
の
品
物
で
ツ
マ
ド
ヒ
ノ
タ
カ
ラ
と
訓
読
さ
れ
る
。
聘
財

の
語
は
唐
戸
婚
律
に
あ
り
、
唐
の
婚
姻
制
度
に
伴
う
も
の
で
あ
っ
た
。
婚
約
の
品
物
に
は
安
康
記
に
大
日
下
王
が
妹
（
若
日
下
部
王
）

の
「
礼
物
」
と
し
て
大
長
谷
王
子
に
贈
っ
た
「
押
木
の
玉
綬
」
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
服
属
の
意
味
を
も
つ
献
上
品
で
あ
ろ
う
。
こ
の
場

合
の
「
つ
ま
ど
ひ
の
物
」
も
、
古
事
記
注
釈
が
「
も
っ
と
軽
い
意
味
で
の
贈
り
も
の
」
と
す
る
よ
う
に
、
求
婚
承
諾
に
添
え
た
献
上
品

で
、
結
納
制
度
を
表
す
と
は
考
え
に
く
い
。
た
だ
、
「
今
日
道
に
得
つ
る
奇
し
き
物
ぞ
。
故
、

つ
ま
ど
ひ
の
物
ぞ
」
と
い
う
言
い
方
に
は
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H
下
部
の

の
が
定
型
で
あ
る
が
、
そ
の
枠
組
み
は
「
確
に
は
率
寝
ず

日
の
御
子
」
（
記
72)
と
称
え
ら
れ
た
仁
徳
に
対
し

ゆ
え
に
求
婚
を
寿
ぐ
め
で
た
い
も
の
と
見
な
さ
れ
、
「
つ
ま
ど
ひ
の
物
」
と
記
述
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

日
に
背
を
向
け
て
日
下
の
地
に
お
出
ま
し
に
な
っ
た
こ
と
、

此

意
味
が
あ
る
に
ち
が
い
な
い
。
白
き
犬
の
「
白
」
は
、
景
行
記
の
白
鹿
・
白
猪
、
あ
る
い
は
白
智
鳥
の
よ
う
に
霊
異
の
存
在
と
さ
れ
た
。

新
潮
古
典
集
成
古
事
記
は
「
白
い
犬
を
献
っ
た
の
は
、
瑞
祥
の
意
を
こ
め
て
の
こ
と
」
と
す
る
。
す
な
わ
ち
白
き
犬
は
「
奇
し
き
物
」

の
意
。
「
背
」
は
他
に
①
神
武
記
「
為
二
日

神
之
御
子
一
、
向
レ
日
而
戦
…
…
行
廻
而
背
負
，
b

日
以
撃
」
、
②
允
恭
記
「
背
ー
一
軽
太
子
一
而
、
帰
二
穴
穂
御
子
＿
」
と
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
セ
、

ソ
ム
キ
と
訓
ま
れ
る
が
、
①
は

H
を
背
に
す
る
意
で
こ
こ
と
類
似
す
る
。
「
背
日
」
は
訓
読
も
諸
説
見
ら
れ
、
卜
部
系
諸
本
ヒ
ヲ
セ
ナ
カ

ニ
シ
テ
、
訂
正
古
訓
古
事
記
ヒ
ニ
ソ
ム
キ
テ
、
古
典
全
書
古
事
記
ヒ
ニ
ソ
キ
テ
、
古
事
記
修
訂
版
ヒ
ヲ
セ
ニ
シ
テ
、
思
想
大
系
古
事
記

ヒ
ヲ
ソ
ム
キ
テ
な
ど
が
あ
る
。
天
皇
が
日
を
背
に
し
て
東
の
大
和
国
朝
倉
宮
か
ら
西
の
河
内
国
日
下
ま
で
遠
出
を
し
て
来
た
こ
と
に
対

し
て
、
若
日
下
部
王
が
恐
れ
多
い
と
い
う
言
葉
を
伝
え
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

「
日
の
威
光
を
背
負
っ
た
日
の
御
子
だ
か
ら
恐
れ
多
い
」
と
す
る
解
釈
も
成
り
立
つ
。
地
名
の
日
下
は
次
の
歌
の
冒
頭
「

H
下
部
の

方
の
山
」
の
旬
と
深
く
関
わ
る
が
、
こ
の
場
合
、
日
下
（
山
）

の
地
か
ら
「
日
下
る
」
西
方
の
地
へ
と
い
う
対
比
が
組
み
込
ま
れ
る
。
「
高
光
る

て
、
雄
略
に
お
け
る
日
の
御
子
の
継
承
が
こ
の
「
背
日
」
に
内
在
す
る
。
求
婚
説
話
で
は
求
婚
の
日
に
会
わ
ず
に
、
後
に
共
寝
を
す
る

此
方
の
山
と

河
内
の

B
下
の
こ
ち
ら
側
に
あ
る
山
と
い
う
言
い
方
で
、
生
駒
山
を
指
す
。
散
文
に
、
雄
略
が
大
和
の
朝

倉
宮
に
帰
る
時
に
、
そ
の
山
（
日
下
山
）

H
を
背
に
し
て
幸
行
し
し
事

ヒ
ヲ
セ
ニ
シ
テ
の
訓
を
採
る
新
潮
古
典
集
成
古
事
記
が

の
地
名
か
ら
「

H
下
る
」
と
い
う
意
が
引
き
出
さ
れ
、
「
日
上
る
」
東
方

後
も
隠
み
寝
む
」
（
記
90)
と
い
う
歌
の
叙
事
に
明
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

の
坂
の
上
に
行
き
立
っ
て
う
た
っ
た
と
あ
る
か
ら
、
大
和
側
か
ら
見
て
生
駒
山
を
こ
っ
ち
の

山
と
言
っ
た
こ
と
に
な
る
。
ク
サ
カ
ベ
は
、
記
側
に
「
日
下
の
地
名
を
も
日
下
部
と
も
云
り
」
と
し
、
日
下
部
連
を
挙
げ
て
日
下
部
が

住
ん
だ
こ
と
に
因
む
と
す
る
。
古
代
歌
謡
全
注
釈
・
古
事
記
編
は
さ
ら
に
仁
徳
記
に
大
日
下
王
と
若
日
下
部
王
の
御
名
代
と
し
て
大
日
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本
に
は

い
茂
み
竹
生
ひ
末
辺
に
は

収
ま
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

易
に
還
元
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

記
偲
は
本
末
を
山
の
峡
の
下
方
・
上
方
と
す
る
が
、

畳
薦

山
の
峡
に

畳
薦
は
平
群
の
枕
詞
。
薦
を
重
ね
る
こ
と
か
ら
、

ヘ

カ
シ
の
木
の
本
末
を

下
部
・
若
日
下
部
が
日
下
に
置
か
れ
た
の
で
、
そ
の
後
日
下
部
と
も
言
っ
た
と
説
明
し
た
。
思
想
大
系
古
事
記
は
「
日
下
辺
」
の
意
と

す
る
が
、
古
事
記
で
は
「
辺
」
は
消
音
な
の
で
と
れ
な
い
。
ク
サ
カ
ベ
の
「
弁
」
は
濁
音
ゆ
え
に
「
日
下
部
」
と
解
す
る
。
歌
詞
で
は

「
日
下
」
で
な
く
、
「
日
下
部
」
に
な
っ
て
い
る
点
に
意
味
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
若
日
下
部
王
を
呼
び
起
こ
す
旬
で
あ
る
。

言
う
。

平
群
の
山
の

立
ち
栄
ゆ
る

此
方
此
方
の

駒
山
と
矢
田
丘
陵
の
二
つ
の
山
を
言
う
。
記
偲
は
、

ヲ
チ
コ
チ
で
な
く
、

の
音
を
も
つ
平
群
に

か
か
る
。
平
群
山
は
大
和
志
に
平
群
谷
上
方
（
北
）
と
す
る
が
、
東
側
の
矢
田
丘
陵
を
指
す
と
見
る
の
が
よ
い
。
景
行
記
の
「
畳
薦

（

ぐ

り

や

ま

平
群
の
山
の
」
（
記
31)
参
照
。
コ
チ
ゴ
チ
は
あ
ち
ら
と
こ
ち
ら
の
意
で
、
記
偉
は
「
此
の
日
下
部
山
と
彼
方
の
平
群
山
」
と
す
る
。
生

コ

ナ

ク

コ

チ

ア

ナ

タ

n

チ

コ
チ
ゴ
チ
と
な
る
の
は
、
「
此
方
の
此
方
彼
方
の
此
方
な
り
」

と
す
る
。
遠
称
の
ア
チ
が
確
立
す
る
以
前
の
言
い
方
と
も
説
か
れ
る
が
、
万
葉
歌
の
四
つ
の
用
例
も
含
め
て
、
過
渡
的
な
用
法
か
ど
う

か
は
疑
問
で
あ
る
。
カ
ヒ
は
山
と
山
の
あ
い
だ
の
谷
を
言
い
、
西
の
生
駒
山
と
東
の
矢
田
丘
陵
に
挟
ま
れ
た
平
群
谷
を
指
す
。

菓
広
熊
白
楢

枝
葉
が
繁
茂
す
る
カ
シ
の
大
樹
を
言
う
称
句
。
ハ
ビ
ロ
は
葉
が
大
き
く
広
が
っ
て
い
る
様
、

物
名
に
冠
し
て
大
き
く
生
い
茂
る
こ
と
を
表
す
。
景
行
記
に
も
「
畳
薦
平
群
の
山
の
熊
白
樽
が
葉
を
髯
華
に
挿
せ
」

あ
る
。
特
に
平
群
山
の
カ
シ
の
木
を
讃
美
す
る
の
は
、
万
葉
集
の
乞
食
者
の
詠

(
1
6
•三八
八
五
）
に
あ
る
よ
う
に
、
平
群
山
が
初
夏
に

薬
猟
の
儀
礼
を
行
う
地
と
い
う
こ
と
と
関
係
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
記
31
や
こ
の
歌
を
平
群
地
方
の
歌
垣
の
歌
に
安

（記
31
語
釈
参
照
）
。
以
下
の
句
に
見
ら
れ
る
整
っ
た
対
旬
や
序
詞
の
修
辞
は
、
素
朴
な
民
謡
の
枠
に

た
繁
み
竹
生
ひ

（重）

カ
シ
の
木
の
根
本
の
方
に
密
生
す
る
イ
ク
ミ
竹
と
枝
先
の
方
に
生
い
繁
る
タ
シ
ミ
竹
が
対
旬
に
な
っ
て
い
る
。

名
称
で
は
な
く
、
竹
の
形
状
・
状
態
を
表
現
し
て
い
る
。
イ
は
接
頭
語
で
、

ク
マ
は
植

（記

31)
と

い
ず
れ
も
竹
の

ク
ミ
は
密
生
・
繁
茂
す
る
意
の
動
詞
。
古
代
歌
謡
全
注
釈
・
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た
し
だ
し
に

全
注
釈
・
古
事
記
編
は
こ
の
二
語
を
枕
詞
と
す
る
が
、
他
に
類
例
を
見
な
い
。
「
い
茂
み
」
か
ら
隠
れ
る
・
籠
る
意
の
「
い
隠
み
」

「
た
繁
み
」
か
ら
確
か
に
の
意
の
「
確
に
」

へ、

へ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
音
の
語
に
よ
っ
て
意
味
を
転
換
す
る
。
隠
っ
て
寝
る
こ
と
は
し
な
い
で
、

（
い
ま
は
帰
る
け
れ
ど
も
）
、
と
い
う
逆
接
の
含
意
が
あ
る
。
こ
の
「
い
隠
み
」
に
は
「
く
つ
つ
い
て
」
（
記

紀
歌
謡
集
全
講
）
、
「
手
と
手
を
差
し
交
わ
し
て
」
（
古
事
記
注
釈
）
、
「
組
み
あ
い
絡
み
あ
っ
て
」
（
記
紀
歌
謡
評
釈
）
な
ど
の
解
釈
も
あ

る
が
、
隠
れ
る
・
籠
る
意
の
ク
ム
・
コ
ム
の
古
代
語
で
解
す
る
の
が
適
切
で
あ
る
。
「
確
に
」
は
副
詞
で
、
十
分
に
・
確
か
に
、
の
意
。

さ

さ

は

う

あ

ら

れ

ゐ

ね

の

ち

允

恭

記

の

「

小

竹

葉

に

打

つ

や

霰

の

率

寝

て

む

後

は

」

（

記

79)
の
タ
シ
ダ
シ
ニ
は
、
タ
シ
の
反
復
強
調
の
形
で
、

「
率
寝
」
に
続
く
点
も
共
通
す
る
。
求
婚
初
夜
に
は
会
わ
な
い
と
い
う
制
約
は
八
千
矛
神
の
神
語
（
記
2
)
か
ら
明
瞭
に
窺
え
る
。
そ
の

制
約
が
解
か
れ
た
後
に
「
率
寝
」
が
可
能
に
な
る
婚
姻
習
俗
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
前
述
し
た
求
婚
説
話
の
型
と
対
応
す
る
。

わ

ゐ

ね

な
お
、
「
率
寝
」
は
記
上
巻
に
「
鴨
着
く
島
に
我
が
率
寝
し
」
と
あ
り
、
共
寝
を
意
味
す
る
（
記
8
語
釈
参
照
）
。

確
か
に
共
寝
は
し
な
い
で

い
茂
み
竹

い
隠
み
は
寝
ず
た
繁
み
竹
確
に
は
率
寝
ず

前
の
対
旬
の
序
か
ら
「
い
茂
み
竹
」
「
た
繁
み
竹
」
を
導
く
。
古
代
歌
謡

は
笛
に
作
る
と
あ
る
の
で
、
組
み
合
い
、
絡
み
合
っ
た
形
状
の
竹
の
意
で
あ
る
。
タ
シ
ミ
は
接
頭
語
の
夕
と
繁
茂
す
る
様
を
表
す
シ
ミ

か
き
も
し
み
み
に

垣
毛
繁
森

で
、
副
詞
形
に
シ
ミ
ニ
・
シ
ミ
ミ
ニ
が
あ
る
。
万
葉
歌
に
「
忘
れ
草

ら
れ
る
。

植
ゑ
た
れ
ど
」
(
1
2
•
三
0
六
―
-
）
な
ど
の
例
が
見

き
が
あ
る
の
で
、

た
け竹
の

る

大
き
な
意
味
の
違
い
は
求
め
ら
れ
て
い
な
い
。

い
組
竹
節
竹
本
辺
を
ば
琴
に
作
り
末
辺
を
ば

（紀
97)

ほ
ぼ
同
義
と
見
て
よ
か
ろ
う
。

ふ

え

つ

く

笛
に
作
り
」

と
い
う
類
例
が
あ
る
が
、

）の

「
い
組
竹
」

る
こ
と
で
あ
っ
て
、

ク
ム
・
コ
ム
は
別
義
で
は
な
い
と
す
る
。
こ
の
対
句
は
次
の

「
寝
」
「
率
寝
」

の
状
態
を
形
容
す
る
序
と
し
て
の
働

は

つ

せ

か

は

な

が

く

継
体
紀
に
「
泊
瀬
の
川
ゆ
流
れ
来

古
事
記
編
は
入
り
交
じ
る
意
の
組
ミ
説
（
記
偲
）
と
隠
れ
る
・
籠
る
意
の
隠
ム
説
（
阪
倉
篤
義
『
語
構
成
の
研
究
』
）
を
挙
げ
て
検
討

し
、
ク
ム
・
コ
ム
は
隠
る
意
か
ら
蔽
わ
れ
た
場
所
・
状
態
を
表
し
、
「
組
」
の
意
の
ク
ム
も
多
く
の
物
を
交
叉
さ
せ
る
、
ま
た
は
密
集
す
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＿
解
説
】

ぬ 後
も
隠
み
寝
む

そ
の
思
ひ
妻
あ
は
れ

う
、
の
意
。
散
文
中
の
若
日
下
部
王
の
言
葉
「
参
ゐ
上
り
て
仕
へ
奉
ら
む
」
と
照
応
す
る
。
「
思
ひ
妻
」
は
王
が
求
婚
を
受
け
入
れ
て
雄

あ

お

も

つ

ま

し

あ

略
の
妻
に
な
っ
た
こ
と
を
言
う
。
仁
徳
紀
に
「
吾
が
思
ふ
妻
に
い
及
き
会
は
む
か
も
」
（
紀
52)
と
あ
り
、

な

か

さ

だ

お

も

づ

ま

の

ち

と

み

お

も

づ

ま

大
郎
女
と
再
会
し
た
時
の
歌
に
、
「
仲
定
め
る
思
ひ
妻
あ
は
れ
」
「
後
も
取
り
見
る
思
ひ
妻
あ
は
れ
」

あ

お

も

つ

ま

思
ふ
妹
鏡
な
す
吾
が
思
ふ
妻
」
（
記
89)

ね

ふ

か

の
で
あ
る
。
万
葉
歌
に
も
「
根
深
く
も

三
二
七
八
）

の
二
例
を
見
る
が
、

「
隠
み
寝
む
」
は
前
句
「
い
隠
み
は
寝
」
の
く
り
返
し
で
、
後
に
は
我
が
宮
に
隠
っ
て
寝
よ

間
投
詞
で
、
共
寝
が
で
き
な
い
「
思
ひ
妻
」

と
あ
る
。

逢
つ
こ
と
が
ま
ま
な
ら
ぬ
状
況
が
あ
る
ゆ
え
に
、

あ

づ

ま

我
が
思
ひ
妻
は
」

(11
・
ニ
七
六
一
）
、

（記
88)
、

允
恭
記
の
、
軽
太
子
が
軽

「
真
玉
な
す
吾
が

い
と
し
く
思
う
妻
と
う
た
う

づ
ま

「
思
ひ
妻

や
は
り
常
に
逢
え
る
妻
で
は
な
い
こ
と
が
窺
え
る
。
記
紀
歌
謡
評
釈
は
「
隠
り
妻
」
で
あ
ろ
う
と
し
、

古
事
記
注
釈
も
こ
の
「
思
ひ
妻
」
ま
た
は
「
隠
り
妻
」
と
同
様
に
考
え
て
い
る
。
そ
れ
は
万
葉
歌
に
「
こ
こ
だ
く
も

こ

も

づ

ま

隠
り
妻
か
も
」

(
1
3
•三三
―
二
）
と
あ
る
よ
う
な
、
な
か
な
か
逢
え
な
い
妻
と
い
う
点
で
共
通
す
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
思
ふ
ご
と
な
ら

ア
ハ
レ
は

へ
の
感
情
を
表
す
。
こ
の
句
は
、
初
句
の
「
日
下
部
」
と
若
日
下
部
王
の
重
な
り
を
受
け
、

王
が
天
皇
の
求
婚
を
受
諾
し
て
、
後
に
大
后
と
し
て
宮
に
参
内
す
る
と
い
う
叙
事
を
含
み
持
つ
。

雄
略
天
皇
に
よ
る
若
日
下
部
王
へ
の
求
婚
説
話
は
、
志
幾
の
大
県
主
の
家
に
上
げ
た
堅
魚
木
を
め
ぐ
る
前
半
部
と
求
婚
す
る
も
王
の

言
葉
に
よ
っ
て
会
わ
ず
に
歌
を
贈
っ
て
帰
還
す
る
後
半
部
に
分
か
れ
る
。
前
半
部
の
大
県
主
の
話
は
「
つ
ま
ど
ひ
の
物
」
を
贈
る
と
い

う
こ
と
で
つ
な
が
っ
て
い
る
だ
け
で
、
求
婚
説
話
の
中
心
は
後
半
部
の
歌
と
散
文
に
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

求
婚
説
話
の
形
成
過
程
に
お
い
て
、
「
日
下
」
と
い
う
文
字
に
も
と
づ
く
趣
向
が
深
く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
の
は
、
阪
下
圭

八
「
『
古
事
記
」
説
話
の
方
法
」
（
『
古
事
記
の
語
り
口
』
）

で
あ
る
。
そ
の
形
成
過
程
に
は
次
の
よ
う
な
段
階
が
推
定
さ
れ
る
と
い
う
。

思
ほ
ゆ
る
か
も

心
に
乗
り
て
」

(13 
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部
王
の
言
葉
「
日
を
背
に
し
て
幸
行
し
し
事
、
甚
恐
し
。
故
、
己
、
直
に
参
ゐ
上
り
て
仕
へ
奉
ら
む
」
と
対
応
す
る
。
「
日
を
背
に
し

い
煕
み
は
寝
ず
た
繁
み
竹

雄略記の歌と散文 (I) —表現空間の解読と注釈—

の
よ
う
に
伝
説
化
さ
れ
る
に
至
っ
た
」
と
推
論
し
た
。

①
雄
略
天
皇
の
大
后
が
若
日
下
部
王
だ
と
す
る
系
譜
上
の
事
実
を
出
発
点
と
す
る
。

②
妻
問
い
説
話
に
「
日
下
部
の
」
の
歌
謡
（
記
90)
が
若
日
下
部
王
讀
に
呼
び
こ
ま
れ
た
段
階
。

③
歌
詞
の
「
い
く
み
竹
い
く
み
は
寝
ず
」
が
妻
問
い
物
語
の
定
型
と
出
会
っ
て
、
雄
略
の
求
婚
が
後
に
思
い
を
残
す
物
語
に
仕
立
て

ら
れ
た
段
階
。

④
歌
謡
の
国
見
的
発
想
に
よ
っ
て
物
語
冒
頭
の
国
見
部
分
を
加
え
、
さ
ら
に
志
幾
の
大
県
主
の
話
が
前
半
部
と
し
て
結
合
し
た
段
階
。

こ
の
形
成
過
程
に
お
い
て
、
求
婚
の
一
時
的
拒
否
と
い
う
説
話
の
定
型
に
対
応
す
る
の
が
「
背
日
」
と
い
う
若
日
下
部
王
の
言
葉
で

あ
っ
た
と
す
る
。
こ
れ
は
後
半
の
展
開
へ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
も
な
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
阪
下
論
で
は
日
下
と
い
う
「
日
」
の
字

を
持
つ
地
名
、
若
日
下
部
王
の
名
か
ら
「
日
を
背
き
て
云
々
」
と
い
う
言
葉
を
語
ら
せ
た
と
述
べ
、
「
日
下
」
に
因
ん
で
日
に
関
わ
る
話

柄
を
用
い
る
古
事
記
の
趣
向
を
指
摘
す
る
。
こ
れ
を
承
け
て
古
事
記
注
釈
は
、
さ
ら
に
明
確
に
「
日
下
」
と
い
う
文
字
面
が
説
話
を
作

り
出
す
と
言
い
、
記
90
の
歌
も
「
「
日
下
部
の
」
と
歌
い
出
し
て
い
る
た
め
、
雄
略
が
若
日
下
部
王
を
妻
問
い
し
た
時
の
も
の
で
あ
る
か

阪
下
論
は
こ
の
求
婚
説
話
を
四
段
階
の
形
成
過
程
で
と
ら
え
た
こ
と
、
ま
た
説
話
に
は
め
こ
ま
れ
た
歌
と
い
う
考
え
方
だ
け
で
は
な

く
、
歌
か
ら
説
話
が
ふ
く
ら
ん
で
い
く
と
す
る
視
点
を
も
つ
こ
と
で
古
事
記
説
話
の
方
法
の
解
明
に
一
石
を
投
じ
た
と
言
え
る
。
古
事

記
注
釈
の
、
歌
か
ら
伝
説
化
さ
れ
る
と
い
う
視
点
も
古
事
記
の
歌
の
あ
り
方
を
考
え
る
上
で
注
目
す
べ
き
指
摘
で
あ
る
。

阪
下
論
の
指
摘
の
通
り
、
「
日
下
部
の
」
の
歌
は
説
話
の
展
開
の
主
要
な
部
分
に
関
わ
っ
て
い
る
。
語
釈
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
「
日

下
部
の
」
の
冒
頭
は
若
日
下
部
王
を
呼
び
起
こ
す
句
で
あ
る
し
、
「
此
方
の
山
」
は
日
下
山
か
ら
の
国
見
に
結
び
つ
く
。
「
い
茂
み
竹

確
に
は
率
寝
ず
」
は
雄
略
と
若
日
下
部
王
と
が
求
婚
初
夜
に
会
え
な
か
っ
た
と
い
う
、
散
文
の
若

B
下
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ょ

と
う
る

ま

た

あ

る

と

き

す

め

ら

み

こ

．

9
}

あ

そ

ゆ

み

わ

が

は

、

た

へ

き

ぬ

あ

ら

を

と

め

そ

か

た

ら

亦
、
一
時
に
、
天
皇
遊
び
行
き
て
、
美
和
河
に
到
り
し
時
に
、
河
の
辺
に
衣
を
洗
ふ
章
女
有
り
。
其
の
容
姿
、
甚
麓
し
。
天
甕
、
其

な

た

こ

ま

を

お

の

な

ひ

け

た

べ

の

あ

か

ゐ

こ

い

し

か

の
童
女
に
問
ひ
し
く
、
「
汝
は
誰
が
子
ぞ
」
と
と
ひ
き
。
答
へ
て
白
さ
く
、
「
己
が
名
は
、
引
田
部
赤
猪
子
と
謂
ふ
」
と
ま
を
す
。
爾
し

の

を

あ

め

み

や

か

へ

ま

て
、
詔
ら
し
む
ら
く
、
「
汝
は
夫
に
嫁
は
ず
あ
れ
。
今
喚
し
て
む
」
と
の
ら
し
め
て
、
宮
に
還
り
坐
し
き
。

三
、
赤
猪
子
と
の
婚
約
と
再
会

ら
え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

若
日
下
部
王
へ
の
求
婚
は
大
后
の
誕
生
を
語
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
中
心
部
分
に
位
置
す
る
「

H
下
部
の
」
の
歌
は
雄
略
朝
の
宮
廷

史
を
伝
え
る
歴
史
叙
述
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
一
方
で
、
例
え
ば
、
こ
の
歌
を
「
も
と
平
群
地
方
の
首
長
の
国
見
の

歌
垣
に
お
け
る
歌
」
と
す
る
新
潮
占
典
集
成
古
事
記
の
説
が
あ
る
。
阪
下
論
も
こ
の
説
を
支
持
す
る
の
で
あ
る
が
、
平
群
地
方
の
歌
坦

の
民
謡
を
雄
略
の
求
婚
説
話
に
結
び
つ
け
て
古
事
品
の
文
脈
が
で
き
た
と
す
る
見
方
は
も
は
や
成
立
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
歌
か
ら

雄
略
説
話
の
散
文
が
生
成
さ
れ
る
事
態
さ
え
起
こ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
も
と
…
…
歌
垣
の
歌
」
と
い
う
段
階
は
お
そ
ら
く
証
明
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
雄
略
記
の
歌
と
散
文
を
読
み
解
く
上
で
言
え
る
こ
と

は
、
こ
の
歌
の
叙
事
へ
の
理
解
が
散
文
を
構
成
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
歌
は
雄
略
朝
の
宮
廷
史
を
伝
え
る
歌
と
し
て
と

通巻546号 (2020・ 3) 

隠
み
寝
む
そ
の
思
ひ
妻
あ
は
れ
」
に
お
い
て
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
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て
」
は
、
阪
下
論
に
言
う
よ
う
に
、

H
下
の
「

H
」
に
よ
っ
て
構
想
さ
れ
た
も
の
に
相
違
な
い
。
若
日
下
部
王
へ
の
求
婚
は
説
話
定
型

と
し
て
の
一
時
的
な
拒
否
の
後
に
共
寝
が
あ
り
、
そ
し
て
若
日
下
部
大
后
の
誕
生
と
い
う
雄
略
治
世
の
出
発
点
が
歌
の
最
後
の
「
後
も
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又
、
歌
ひ
て
日
は
く
、

お

も

あ

ふ

あ

ひ

だ

す

で

み

こ

と

あ

ふ

ま

や

そ

と

せ

へ

故
、
其
の
赤
猪
子
、
天
皇
の
命
を
仰
ぎ
待
ち
て
、
既
に
八
十
歳
を
経
ぬ
。
是
に
、
赤
猪
子
以
為
へ
ら
く
、
「
命
を
望
ぎ
つ
る
間
に
、
已

あ

ま

す

が

た

や

し

な

さ

ら

た

の

と

こ

ろ

な

し

か

こ

こ

ろ

あ

ら

は

あ

ら

い

ぶ

せ

し

の

に
多
た
の
年
を
経
ぬ
、
姿
体
痩
せ
萎
え
て
、
更
に
侍
む
所
無
し
。
然
れ
ど
も
、
待
ち
つ
る
情
を
顕
す
こ
と
非
ず
は
、
他
き
に
忍
び
じ
」

た
て
ま
つ

も
も
と
り
つ
く
え
し
ろ

と
お
も
ひ
て
、
百
取
の
机
代
の
物
を
持
た
し
め
て
、
参
ゐ
出
で
て
貢
献
り
き
。
然
る
に
、
天
皇
、
既
に
先
に
命
ら
せ
し
事
を
忘
れ
て
、

其
の
赤
猪
子
に
問
ひ
て
日
ひ
し
く
、
「
汝
は
、
誰
が
老
女
ぞ
。
何
の
由
に
か
参
ゐ
来
つ
る
」
と
い
ひ
き
。
爾
し
て
、
赤
猪
子
、
答
へ
て
白

お
ほ
み
こ
と

そ

れ

そ

れ

し
し
く
、
「
其
の
年
其
の
月
に
、
天
皇
の
命
を
被
り
て
、
大
命
を
仰
ぎ
待
ち
て
、
今
日
に
至
る
ま
で
、
八
十
歳
を
経
ぬ
。
今
は
容
姿
既
に

お
の
こ
こ
ろ
ざ
し
あ
ら
は

者
い
て
、
更
に
侍
む
所
無
し
。
然
れ
ど
も
、
己
が
志
を
顕
し
白
さ
む
と
し
て
参
ゐ
出
で
つ
ら
く
の
み
」
と
ま
を
し
き
。
是
に
、
天
皇
、

お

ほ

お

ど

ろ

あ

れ

さ

き

こ

こ

ろ

ざ

し

ま

も

い

た

づ

さ

か

す

ぐ

大
き
に
驚
き
て
、
「
吾
は
既
に
先
の
事
を
忘
れ
た
り
。
然
れ
ど
も
、
汝
は
志
を
守
り
、
命
を
待
ち
て
、
徒
ら
に
盛
り
の
年
を
過
し
つ
。

う

ち

あ

、
と
う
つ
く

是
れ
甚
愛
し
く
悲
し
」
と
、
心
の
裏
に
婚
は
む
と
欲
す
に
、
其
の
極
め
て
老
い
ぬ
る
こ
と
を
悼
み
て
、
婚
ひ
を
成
す
こ
と
得
ず
し
て
、

み

う

た

た

ま

御
歌
を
賜
ひ
き
。
其
の
歌
に
日
は
く
、

も
と

み
も
ろ

御
諸
の
厳
白
梼
が
本

も

と

ゆ

ゆ

白
梼
が
本
忌
々
し
き
か
も

又
、
歌
ひ
て
日
は
く
、

ひ

け

た

わ

か

く

る

す

ば

ら

引
田
の
若
栗
栖
原

ゐ

ね

若
く
へ
に
率
寝
て
ま
し
も
の
老
い
に
け
る
か
も

な

み

た

こ

と

ご

と

け

に

ず

り

そ

で

ぬ

ら

爾
し
て
、
赤
猪
子
が
泣
く
涙
、
悉
く
其
の
服
せ
る
丹
措
の
袖
を
湿
し
き
。

た
ま
か
き

み
も
ろ

御
諸
に
築
く
や
玉
垣

あ
ま

斎
き
余
し
誰
に
か
も
依
ら
む

か

み

み

や

ひ

と

神
の
宮
人

か

し

は

ら

を

と

め

白
梼
原
童
女

お

は

み

う

た

こ

た

其
の
大
御
歌
に
答
へ
て
歌
ひ
て
日
は
く
、

（記
93)

（記
92)

じ
l
)

（

11110.9 
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く

さ

か

え

い

り

え

は

ち

す

日
下
江
の
入
江
の
蓮

は

な

ば

ち

す

み

さ

か

び

と

と

も

花

蓮

身

の

盛

り

人

羨

し

き

ろ

か

も

し

か

あ

ま

も

の

た

ま

か

え

や

爾
し
て
、
多
た
の
禄
を
其
の
老
女
に
給
ひ
て
、
返
し
遣
り
き
。
故
、

一
時
、
天
皇
遊
行
、
到
二
於
美
和
河
一
之
時
、
河
辺
有
一
汗
竺
衣
童
女
＿
。
其
容
姿
甚
麗
。
天
皇
問
一
＿
其
童
女
＿
、
汝
者
誰
子
。
答
白
、

己
名
謂
二
引
田
部
赤
猪
子
一
。
ホ
、
令
レ
詔
者
、
汝
不
芦
嫁
レ
夫
。
今
将
レ
喚
而
、
還
i

i

坐
於
一
レ
宮
。

(
2
)
 

故
、
其
赤
猪
子
、
仰
一
待
天
皇
之
命
一
、
既
経
i

―
八
十
歳
ー
。
於
是
、
赤
猪
子
以
為
、
望
レ
命
之
間
、
已
経
二
多
年
＼
姿
体
痩
萎
、
更
無
レ

(
3
)
 

所
レ
侍
。
然
、
非
レ
顕
二
待
情
一
、
不
レ
忍

5
歴
把
而
、
令
レ
持
—
一
百
取
之
机
代
物
一
、
参
出
貢
献
。
然
、
天
皇
既
忘
二
先
所
レ
命
之
事
一
、
問
ニ

其
赤
猪
子
一
日
、
汝
者
誰
老
女
。
何
由
以
参
来
。
か
、
赤
猪
子
答
白
、
其
年
其
月
、
被
二
天
皇
之
命
一
、
仰
二
待
大
命

i‘

至
二
子
今
日
一
経

i

「
八
十
歳
。
今
容
姿
既
者
、
更
無
レ
所
レ
侍
。
然
、
顕
二
白
己
志
一
以
参
出
耳
。
於
是
、
天
皇
、
大
驚
、
吾
既
忘
二
先
事
ー
。
然
、
汝
守
レ
志

(
6
)
 

待
A

命
、
徒
過
盛
年
＿
。
是
甚
愛
悲
。
心
裏
欲
レ
婚
、
悼
i

其
極
老
一
、
不
レ
得
レ
成
レ
婚
而
、
賜
ー
＿
御
歌
一
。
其
歌
日
、

(8) 

賀
斯
賀
母
登
由
々
斯
伎
加
母

又
、
歌
曰
、

(
9
)
 

比

気

多

能

和

加

久

流

須

婆

良

章

泥

弓

＿

麻

斯

母

能

狼

伊

休

祁

流

加

母

(10)

（

ll)（
12) 

休
、
赤
猪
子
之
泣
涙
、
悉
湿
二
其
所
レ
服
之
丹
措
袖
ー
。
答
二
其
大
御
歌
一
而
歌
曰
、

又
、
歌
日
、

美
母
呂
休
都
久
夜
多
麻
加
岐

都
岐
阿
麻
斯

多
休
加
母
余
良
牟
加
微
能
美
夜
比
登

和
加
久
問
休

美
母
呂
能

伊
都
加
斯
賀
母
登

加
志
波
良
哀
登
売

亦、
＿
本
文
一

こ

よ

し

つ

う

た

此
の
四
つ
の
歌
は
志
都
歌
ぞ
。

（記
94)



133 雄略記の歌と散文 (I)-表現空間の解読と注釈一――

【
語
釈
】

で
し
ょ
う
か
。
こ
の
神
の
宮
に
仕
え
る
人
は
。

（記
94)

（記
93)

（記
92)

【
現
代
語
訳
】

【
校
異
】 久

佐
迦
延
能

伊
理
延
能
波
知
須

波
那
婆
知
須

(13) 

休
、
多
禄
給
其
老
女
以
返
遣
也
。
故
、
此
四
歌
、
志
都
歌
也
。

(
l
)
底
本
「
其
」
。
卜
部
系
に
よ
る
。

(
2
)
底
本
「
宗
」
。
卜
部
系
に
よ
る
。

(
3
)
底
本
「
施
。
卜
部
系
に
よ
る
。

(
4
)
底
本

「
悉
」
。
卜
部
系
に
よ
る
。

(
5
)
底
本
「
太
」
。
卜
部
系
に
よ
る
。

(
6
)
底
本
「
極
」
の
右
傍
書
に
「
巫
本
ハ
如
此
」
。
「
巫
」
は
「
極
」

の
省
文
。

(
7
)
底
本
「
賀
」
ナ
シ
。
卜
部
系
に
よ
る
。

(
8
)
底
本
「
之
」
。
卜
部
系
に
よ
る
。

(
9
)
底
本
「
称
」
。
卜
部
系
に
よ
る
。

(10)
底
本
「
云
」
。
卜
部
系
に
よ
る
。

(11)
（

12)
底
本
ナ
シ
。
卜
部
系
に
よ
る
。

(13)
底
本
「
田
」
。
卜
部
系
に
よ
る
。

御
諸
の
神
聖
で
近
づ
き
が
た
い
樫
の
木
の
下
。
そ
の
樫
の
木
の
下
は
近
づ
く
の
が
忌
み
憚
れ
る
こ
と
だ
な
あ
。
白
梼
原
の
乙
女
よ
。

引
田
の
若
い
栗
の
木
の
林
。
そ
の
よ
う
に
若
い
時
に
共
寝
を
し
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
の
に
。
年
老
い
て
し
ま
っ
た
な
あ
。

御
諸
の
神
の
社
に
築
い
て
あ
る
玉
垣
。
そ
の
築
き
で
は
な
い
が
、
神
を
斎
き
祭
っ
て
過
ご
し
て
き
て
、
今
は
誰
に
頼
っ
た
ら
よ
い
の

日
下
の
入
江
に
生
え
て
い
る
蓮
。
そ
の
盛
ん
に
花
咲
く
蓮
さ
な
が
ら
に
、
身
の
若
く
盛
ん
な
人
は
ま
こ
と
に
羨
ま
し
い
こ
と
よ
。

美
和
河
…
…
衣
を
洗
ふ
童
女

「
美
和
河
」
は
初
瀬
川
が
西
流
し
て
三
輪
山
の
山
裾
を
大
き
く
東
流
す
る
辺
り
を
指
す
。
円
錐
形
の
山
容

微
能
佐
加
理
毘
登

々
母
志
岐
呂
加
母

じ
l
)

(―――

-n9 
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と
そ
の
山
麓
を
取
り
ま
く
よ
う
に
川
が
流
れ
る
地
形
が
神
南
備
山
の
条
件
と
い
う
（
山
本
健
吉
『
大
和
山
河
抄
』
）
。
新
絹
全
集
古
事
記

が
言
う
よ
う
に
、
三
輪
の
地
名
は
も
と
「
水
回
（
ミ
ワ
）
」
で
、
水
流
の
曲
が
り
め
ぐ
る
地
形
に
由
来
す
る
。
大
和
国
の
神
南
備
山
で
あ

る
一
二
輪
山
の
大
物
主
神
を
斎
き
祭
る
巫
女
が
赤
猪
子
と
見
て
よ
い
。
「
衣
を
洗
ふ
」
は
神
衣
を
洗
っ
て
神
祭
り
に
奉
仕
す
る
巫
女
の
姿
で

あ
っ
て
、
そ
れ
は
赤
猪
子
自
身
が
う
た
う
「
斎
き
余
し
」
「
神
の
宮
人
」
（
記
93)
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。
「
童
女
」
は
少
子
（
ワ
ラ

ハ
）
の
意
で
な
く
、
未
婚
の
娘
を
表
し
、

ヲ
ト
メ
と
訓
む
。

ヲ
ト
メ
の
訓
字
表
記
は
記
に
「
童
女
」
の
他
に
「
美
人
」
「
媛
女
」
「
嬢
子
」

「
少
女
」
「
嬢
女
」
か
あ
る
。
「
童
女
」
は
九
例
中
、
赤
猪
子
と
次
の
吉
野
の
童
女
に
五
例
が
集
中
し
、
川
辺
で
偶
然
出
会
っ
た
出
自
不
明

の
乙
女
に
用
い
る
。
崇
神
紀
の
武
埴
安
彦
の
謀
反
で
、
予
兆
の
歌
を
う
た
う
人
物
に
「
少
女
」
「
童
女
」
の
語
を
用
い
る
の
も
、
「
童
女
」

の
表
記
意
識
を
知
る
上
で
参
考
に
な
る
。
吉
野
の
童
女
が
後
に
「
嬢
子
」
と
書
か
れ
る
理
由
は
そ
の
項
参
照
。

己
が
名
は
、
引
田
部
赤
猪
子
と
謂
ふ
雄
略
の
「
汝
は
誰
が
子
ぞ
」
と
い
う
問
い
に
、
自
分
の
名
だ
け
で
答
え
た
。
記
偲
が
「
己
が
名

ノ

リ

ソ

‘
9

ガ
ム
ス
メ

を
の
み
告
申
し
て
某
之
女
と
申
さ
ゞ
る
は
偲
へ
に
父
の
名
は
漏
た
る
な
る
べ
し
。
誰
子
と
あ
る
に
は
必
父
の
名
を
申
す
べ
き
わ
ざ
な
る

を
や
」
と
述
べ
る
通
り
、
家
の
系
譜
を
示
す
父
親
と
自
分
の
名
を
明
か
す
こ
と
が
求
婚
受
諾
の
正
式
な
返
答
で
あ
っ
た
。
万
葉
集
の
雄

な

の

略
天
皇
求
婚
歌
「
こ
の
岡
に
菜
摘
ま
す
児
家
告
ら
せ
名
告
ら
さ
ね
」

(
1
.
-
）
に
求
婚
受
諾
の
「
わ
ざ
」
が
見
て
取
れ
る
。
記

お

ほ

や

ま

つ

み

の

か

み

む

す

め

こ

の

は

な

の

さ

く

や

び

め

い

わ

に

ひ

ふ

れ

の

お

ほ

み

む

す

め

上
巻
の
遡
々
芸
命
神
話
に
「
大
山
津
見
神
の
女
、
…
…
木
花
之
佐
久
夜
昆
売
と
謂
ふ
」
、
応
神
記
に
「
丸
遡
の
比
布
礼
能
意
富
美
が
女
、

み

や

ぬ

し

の

や

か

は

え

ひ

め

名
は
、
宮
主
矢
河
枝
比
売
」
と
あ
る
の
が
そ
の
例
で
あ
る
。
正
式
な
求
婚
相
手
に
は
「
嬢
子
」
を
用
い
る
の
が
通
例
で
あ
る
。
名
だ
け

で
は
正
式
な
返
答
に
な
ら
ず
、
出
自
不
明
で
あ
る
こ
と
が
「
童
女
」
と
記
さ
れ
る
理
由
で
あ
ろ
う
。
古
事
記
注
釈
は
父
の
名
を
答
え
な

い
た
め
正
式
の
結
婚
と
は
な
ら
ず
、
「
以
下
に
語
る
ご
と
き
顛
末
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
」
と
す
る
。
童
女
の
名
の
引
田
部
は
歌
詞
の
「
比

気
多
能
」
（
記
92)
に
よ
っ
て
、
ヒ
ケ
タ
ベ
と
訓
む
。
引
田
は
倭
名
類
緊
抄
に
城
上
郡
辟
田
、
延
喜
式
神
名
帳
に
城
上
郡
曳
田
神
社
と
あ

し
ら
が

る
地
で
、
現
在
の
桜
井
市
白
河
周
辺
に
当
る
。
三
輪
山
の
東
に
あ
る
巻
向
山
東
麓
の
谷
筋
を
上
っ
た
と
こ
ろ
に
兼
田
神
社
が
あ
る
。
そ
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訓
読
す
る
。
近
代
の
諸
注
で
は
イ
ブ
セ
キ
ニ
シ
ノ
ビ
ジ
が
多
く
、
こ
れ
に
拠
る
。
気
持
ち
が
晴
れ
ず
堪
え
忍
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い
、

意
。
天
皇
を
恨
み
に
思
う
と
い
う
文
脈
で
は
な
い
の
で
、
イ
ブ
セ
シ
が
ふ
さ
わ
し
い
。

百
取
の
机
代
の
物
を
持
た
し
め
て

リ
は
多
く
の
供
え
物
、

机
代
の
物
」
は
記
上
巻
に
父
大
山
津
見
神
が
適
々
芸
命
の
も
と
に
送
り
出
す
娘
の
木
花
之
佐
久
夜
毘
売
・
石
長
比
売
に
持
た
せ
た
も
の
、

父
海
神
が
娘
豊
玉
毘
売
と
火
遠
理
命
の
「
御
饗
」
の
た
め
に
用
意
し
た
も
の
の
二
例
が
あ
る
。
神
代
紀
に
は
「
貯
二
之
百
机
盃
皿
饗
之
」

「
持
二
百
机
飲
食
」
「
設
餌
百
机
＿
」
と
あ
る
。
古
事
記
注
釈
が
述
べ
る
よ
う
に
、
そ
れ
は
結
納
で
は
な
く
、
飲
食
の
貢
ぎ
物
で
あ
ろ

う
。
天
皇
の
結
婚
に
お
け
る
贈
与
は
服
属
の
意
味
を
持
っ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
が
、
「
百
取
の
机
代
」
は
服
属
の
強
固
さ
を
表
す
儀
礼
的

他
き
に
忍
び
じ

「
嫁
」
は
卜
部
系
諸
本
ア
フ
、
概
頭
古
事
記
・
訂
正
古
訓
古
事
記
ト
ッ
グ
で
訓
む
。
「
嫁
」
は
記
に
一
一
一
例
あ
り
、

「
婚
」
と
と
も
に
結
婚
す
る
意
の
ア
フ
で
訓
む
。
ト
ッ
グ
は
「
得
一
一
交
道
＿
」
（
神
代
紀
）
と
あ
る
よ
う
に
、
本
来
、
交
接
す
る
意
で
あ

る
。
共
寝
を
せ
ず
に
男
が
婦
る
の
が
求
婚
の
ル
ー
ル
で
あ
っ
て
、
結
婚
を
し
な
い
で
待
っ
て
い
よ
と
、
雄
略
は
約
束
し
て
宮
に
帰
っ
た

の
で
あ
る
。

「
他
」
は
卜
部
系
諸
本
ウ
ラ
ミ
の
訓
を
採
る
が
、
記
偲
は
イ
ブ
セ
シ
と
し
、
前
後
の
本
文
を
イ
ブ
セ
ク
テ
エ
ア
ラ
ジ
と

汝
は
夫
に
嫁
は
ず
あ
れ

の
地
域
に
居
住
し
た
部
民
が
引
田
部
で
あ
ろ
う
。
天
武
紀
十
―
―
一
年
に
三
輪
引
田
君
難
波
麻
呂
の
名
が
見
え
る
が
、
引
田
部
を
も
つ
姓
は

確
認
で
き
な
い
。
三
輪
山
の
神
祭
り
に
奉
仕
す
る
部
民
か
。
赤
猪
子
に
つ
い
て
、
古
代
歌
謡
全
注
釈
・
古
事
記
編
は
「
山
部
の
民
と
も

み

も

ろ

い
う
べ
き
引
田
部
の
巫
女
的
存
在
で
、
こ
の
山
の
霊
獣
を
名
に
負
う
た
も
の
」
と
推
測
す
る
。
仁
徳
記
の
「
御
諸
の
そ
の
高
城
な
る

お

ほ

ゐ

こ

は

ら

大
猪
子
が
原
」
（
記
60)
を
見
る
と
、
「
猪
子
」
は
三
輪
山
周
辺
の
聖
地
と
関
係
が
あ
る
ら
し
い
。
赤
猪
子
は
記
紀
歌
謡
評
釈
に
指
摘
す

る
よ
う
な
「
物
語
め
い
た
名
」
と
見
え
る
に
し
て
も
、
三
輪
山
祭
祀
の
巫
女
の
呼
称
と
い
う
裏
付
け
を
も
つ
名
で
あ
ろ
う
。

の

赤
猪
子
が
従
者
に
貢
ぎ
物
を
持
た
せ
て
朝
倉
宮
の
天
皇
の
も
と
に
参
上
し
た
の
で
あ
る
。
モ
モ
ト

ス

ウ

ク

サ

グ

サ

ッ
ク
ヱ
シ
ロ
は
記
偲
に
言
う
よ
う
に
「
机
に
居
る
種
々
の
物
」
で
、
饗
宴
の
た
め
の
飲
食
物
を
言
う
。
「
百
取
の
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極
め
て
老
い
ぬ
る
こ
と
を
悼
み
て
、
婚
ひ
を
成
す
こ
と
得
ず
し
て

「
極
」
は
訂
正
古
訓
古
事
記
に
イ
タ
ク
と
す
る
C

底
本
右
傍
書
の

用
語
と
言
っ
て
よ
い
。
先
の
二
例
が
娘
の
父
か
ら
献
上
さ
れ
る
意
味
は
ま
さ
に
そ
こ
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
前
に
触
れ
た
安
康
記
の

「
押
木
の
玉
綬
」
も
結
納
の
品
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
大
日
下
王
が
妹
の
若
日
下
部
王
の
「
礼
物
」
と
し
て
大
長
谷
王
子
に
贈
っ
た
も
の

で
、
こ
れ
も
服
属
の
意
味
を
も
つ
献
上
品
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
赤
猪
子
の
場
合
に
は
父
や
兄
の
存
在
が
な
い
。
自
ら
宮
に
参
上
し
て

貢
献
す
る
の
で
あ
る
。
「
百
取
の
机
代
の
物
」
の
説
話
形
式
か
ら
ま
っ
た
く
は
ず
れ
て
い
る
。
赤
猪
子
自
身
が
持
参
す
る
と
い
う
異
例
に

こ
そ
こ
の
説
話
の
語
る
目
的
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
一
族
挙
げ
て
の
服
属
を
伴
う
結
婚
で
は
な
く
、
老
女
に
な
る
ま
で
忘
れ
去
ら
れ
て
い

た
者
が
「
百
取
の
机
代
の
物
」
と
い
う
形
式
だ
け
の
結
婚
を
求
め
た
の
で
あ
る
。
自
ら
献
上
品
を
天
皇
に
差
し
出
す
姿
は
、
赤
猪
子
自

身
の
「
身
の
盛
り
人
羨
し
き
ろ
か
も
」
（
記
94)
と
い
う
心
情
と
深
く
通
じ
て
い
る
。
「
百
取
の
机
代
の
物
」
の
持
参
は
天
皇
に
求
婚

さ
れ
て
大
后
と
な
っ
た
若
日
下
部
王
と
の
哀
れ
な
比
較
を
浮
き
彫
り
に
し
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。

「
盛
り
の
年
」
は
若
く
て
勢
い
の
盛
ん
な
年
で
、
こ
こ
で
は
雄
略
が
、
麗

を

と

め

し
い
娘
盛
り
の
年
を
む
な
し
く
過
ご
し
て
し
ま
っ
た
赤
猪
子
に
つ
い
て
言
う
C

万
葉
歌
の
「
娘
子
ら
が
…
…
時
の
盛
り
を
留
み
か
ね

す

ぐ

や

過
し
遣
り
つ
れ
」

(
5
•八
0
四
）
は
、
娘
盛
り
の
時
期
が
過
ぎ
、
む
な
し
く
老
い
を
迎
え
る
こ
と
を
う
た
っ
て
い
る
。
盛
年
は
仏
典
語
。

赤
猪
子
の
歌
の
「
身
の
盛
り
人
」
（
記
94)
が
若
日
下
部
王
の
若
く
て
勢
い
の
あ
る
姿
を
う
た
う
の
と
対
照
的
に
叙
述
さ
れ
る
。
「
愛
悲
」

の
訓
み
は
諸
説
あ
る
。
記
偲
は
イ
ト
ホ
シ
、
新
潮
古
典
集
成
古
事
記
は
カ
ナ
シ
、
思
想
大
系
古
事
記
は
メ
グ
シ
、
古
典
全
書
古
事
記
は

イ
ト
ホ
シ
カ
ナ
シ
、
新
編
全
集
古
事
記
は
ウ
ッ
ク
シ
ク
カ
ナ
シ
な
ど
と
あ
る
が
、

ッ
ク
シ
が
通
例
で
あ
る
。

い
と
し
く
哀
れ
だ
、

の
意
で
、
赤
猪
子
に
対
す
る
雄
略
の
憐
憫
の
情
を
表
す
。

「
返
」
を
採
用
す
る
古
典
全
書
古
事
記
は
ハ
ヤ
ク
、
古
事
記
修
訂
版
は
イ
タ
ク
、
新
絹
全
集
古
事
記
は
キ
ハ
メ
テ
と
訓
読
す
る
。
底
本
、

ト
部
系
諸
本
と
も
本
文
で
は
「
極
」
な
の
で
、
こ
こ
で
は
キ
ハ
メ
テ
と
訓
む
。
「
婚
」
は
古
典
全
書
古
事
記
に
マ
グ
ハ
ヒ
、
思
想
大
系
古

一
字
ず
つ
訓
読
す
る
の
が
よ
く
、
「
愛
」
の
訓
み
は
ウ

徒
ら
に
盛
り
の
年
を
過
し
つ
る
こ
と
、
是
れ
甚
愛
し
く
悲
し
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事
記
に
マ
キ
、
新
編
全
集
古
事
記
に
ア
ヒ
と
あ
る
。
直
前
に
ア
ハ
ム
と
訓
ん
で
い
る
の
で
、
こ
の
箇
所
も
ア
ヒ
と
訓
読
す
る
。
結
婚
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
意
。
こ
の
部
分
は
天
皇
の
御
歌
の
「
率
寝
て
ま
し
も
の

で
あ
る
。
散
文
で
は
雄
略
と
赤
猪
子
の
心
理
の
推
移
と
そ
の
深
化
が
歌
詞
と
の
相
互
補
完
的
な
関
係
を
作
り
上
げ
て
い
る
。
会
話
文
に

お
け
る
両
者
の
心
理
描
写
は
、
記
に
お
い
て
他
に
例
を
見
な
い
ほ
ど
リ
ア
ル
で
細
や
か
で
あ
る
。
赤
猪
子
の
悲
話
は
散
文
叙
述
で
ほ
と

ん
ど
完
結
し
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
四
首
の
歌
の
贈
答
が
あ
る
の
は
、
歌
が
会
話
と
は
ま
た
別
の
機
能
を

厳
白
樟
が
本

「
御
諸
の
」
は
仁
徳
記
の
歌
（
記
60)
に
既
出
。
散
文
に
「
美
和
河
」
と
あ
る
よ
う
に
三
輪
の
地
の
こ
と
で
、

神
聖
な
、
②
尊
厳
な
、
③
勢
い
の
激
し
い
、

三
輪
山
の
神
が
寄
り
つ
く
山
や
森
、
ま
た
神
を
斎
く
社
を
含
む
神
域
を
指
す
。
イ
ツ
は
大
き
く
三
つ
の
意
味
が
あ
り
、
①
い
み
清
め
た
、

イ
ミ
キ
ヨ

の
意
と
さ
れ
る
（
時
代
別
国
語
大
辞
典
・
上
代
編
）
。
記
倦
の
「
忌
清
め
て
斎
く
意
」
は
①

で
あ
る
。
こ
こ
は
「
忌
々
し
き
か
も
」
の
忌
む
と
の
関
係
で
、
①
の
意
で
あ
る
。
イ
・
ユ
、
イ
ツ
・
ユ
ツ
が
自
然
の
生
命
力
か
ら
人
格

神
へ
の
畏
怖
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
経
緯
に
つ
い
て
は
、
古
代
歌
謡
全
注
釈
・
古
事
記
編
に
詳
し
い
。
強
い
威
力
を
持
っ
た
神
が
寄
り

つ
く
厳
白
構
は
ユ
ユ
シ
と
見
な
さ
れ
、
し
た
が
っ
て
「
御
諸
」
は
有
力
豪
族
の
氏
神
の
神
域
で
あ
り
、
厳
白
構
は
そ
の
神
木
と
い
う
。

し
か
し
、

御
諸
と
有
力
豪
族
の
関
係
が
明
ら
か
で
な
く
、
前
に
見
た
よ
う
に
赤
猪
子
も
有
力
豪
族
と
結
び
つ
か
な
い
。
た
だ
、
厳
白
樹

く

ま

か

し

は

び

ろ

ゆ

ま

つ

ば

き

は

ぴ

ろ

く

ま

か

し

は
神
木
す
な
わ
ち
三
輪
山
の
神
の
依
代
と
見
て
よ
い
。
「
熊
白
椿
」
（
記
31)
「
葉
広
斎
つ
真
椿
」
（
記
57)
「
葉
広
熊
白
椿
」
（
記
90)

も

も

だ

つ

き

は

ぴ

ろ

ゆ

ま

つ

ば

き

「
百
足
る
槻
」
（
記

99)
「
葉
広
斎
つ
真
椿
」
（
記
lOo)
な
ど
、
記
の
歌
に
は
樹
木
崇
拝
や
神
木
信
仰
を
う
た
う
例
が
少
な
か
ら
ず
見

ら
れ
る
。

御
諸
の

モ
ト
に
つ
い
て
、
記
偲
は
「
た
ゞ
其
木
の
こ
と
」
と
す
る
師
説
を
支
持
し
、

モ
ト
に
は
木
そ
の
も
の
を
表
す
「
木
の
本
」
と

木
の
根
本
を
意
味
す
る
「
木
の
下
」
の
両
義
が
あ
る
と
説
く
。
古
代
歌
謡
全
注
釈
・
古
事
記
編
も
、
根
本
で
は
「
忌
々
し
」
が
意
味
を

な
さ
な
く
な
る
か
ら
、
木
そ
の
も
の
を
言
う
と
す
る
。
し
か
し
、
樫
の
木
の
下
で
あ
る
か
ら
こ
そ
ユ
ユ
シ
と
結
び
つ
く
の
で
は
な
い
か
。

も
つ
か
ら
で
あ
る
。

老
い
に
け
る
か
も
」
（
記
92)
と
対
応
す
る
叙
述
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引
田
の
若
栗
栖
原

白
橋
原
童
女
」
と
い
ま
の
「
率
寝
て
ま
し
も
の

い

つ

か

し

も

と

も

と

厳
橿
が
本
（
五
可
新
何
本
）
」
（
ー
・
九
）
は
、
明
ら
か
に
神
聖
な
橿
の
木
の
下
に
立
つ

の
意
で
あ
る
。
垂
仁
紀
二
十
五
年
「
倭
姫
命
以
ー
ー
天
照
大
神
ー
、
鎮
二
坐
於
磯
城
厳
橿
之
本
一
而
祠
之
」
は
、
倭
姫
命
が
樫
の
木
を
依
代
と

し
て
そ
の
木
の
下
で
天
照
大
神
を
祭
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
「
厳
橿
の
本
」
は
神
聖
な
樫
の
木
の
下
と
す
る
と
こ
ろ
に
意
味
が
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
「
厳
白
樗
が
本
」
も
白
棲
原
童
女
が
一
二
輪
山
の
神
の
依
代
で
あ
る
樫
の
木
の
下
で
神
祭
り
を
す
る
と
い
う
意
が
込
め
ら
れ
て
い

る
と
解
さ
れ
る
。
そ
れ
が
ユ
ユ
シ
に
結
び
つ
く
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
な
お
、
景
物
と
し
て
の
「
厳
白
構
」
は
前
歌
の
「
熊
白
樟
」
か
ら
の

つ
な
が
り
が
意
識
さ
れ
て
い
る
。
次
の
吉
野
の
二
話
に
見
ら
れ
る
「
呉
床
」
（
記
95
と
記
96)
も
そ
う
で
あ
る
。

白
構
原
童
女

上
二
句
の
序
に
よ
っ
て
尻
取
り
式
に
「
白
棲
が
本
」
を
導
く
。
古
代
歌
謡
全
注
釈
・
古

事
記
絹
は
第
四
句
以
下
を
本
旨
と
見
て
、
「
白
椅
が
本
」
の
第
三
句
を
受
け
渡
し
の
句
と
す
る
。
ユ
ユ
シ
は
神
聖
で
恐
れ
多
い
も
の
に
対

ィ

ッ

カ

シ

オ

ヒ

し
て
、
忌
み
慎
ま
れ
る
、
憚
ら
れ
る
と
い
う
意
。
「
白
橋
原
童
女
」
は
記
偲
が
「
上
の
厳
白
楕
の
生
た
る
虞
」
と
す
る
よ
う
に
、
樫
が
生

え
て
い
る
原
の
、
そ
の
樫
の
下
で
神
祭
り
を
す
る
巫
女
で
あ
る
乙
女
と
い
う
意
で
あ
る
。
神
の
嫁
と
し
て
白
梼
原
で
忌
み
籠
も
り
す
る

乙
女
は
、
神
聖
で
近
づ
き
が
た
い
存
在
で
あ
っ
た
。
こ
の
歌
に
は
、
赤
猪
子
の
昔
日
の
姿
が
う
た
わ
れ
、
そ
れ
は
散
文
の
「
河
の
辺
に
衣

を
洗
ふ
童
女
有
り
。
其
の
容
姿
、
甚
麗
し
」
と
重
な
る
。
昔
日
の
「
忌
々
し
き
か
も

老
い
に
け
る
か
も
」
の
あ
い
だ
に
流
れ
る
八
十
年
と
い
う
時
間
の
悲
哀
は
、
雄
略
の
二
首
の
対
比
に
お
い
て
鮮
明
に
浮
か
び
上
が
る
。

特
に
i

首
目
の
歌
に
は
、
雄
略
が
婚
約
を
忘
れ
た
こ
と
で
、
老
女
に
な
っ
た
赤
猪
子
と
は
結
婚
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
散
文
中
の
理
由

の
他
に
、
赤
猪
子
が
巫
女
で
あ
る
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
知
っ
て
、
実
は
召
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
だ
と
い
う
も
う
―
つ
の
理
由
、

す
な
わ
ち
雄
略
の
真
意
を
伝
え
る
意
味
が
あ
る
。
表
向
き
の
説
明
と
内
に
秘
め
た
本
心
と
い
う
二
重
の
心
理
が
歌
と
散
文
の
あ
い
だ
に

叙
述
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ヒ
ケ
タ
は
地
名
で
、
大
和
国
城
上
郡
辟
田
と
あ
る
地
。
赤
猪
子
の
出
自
で
あ
る
同
音
の
引
田
部
が
引
き
出
さ
れ

白
構
が
本
忌
々
し
き
か
も

万
葉
集
の

わ

せ

こ

「
我
が
背
子
が

い
立
た
せ
り
け
む
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る。 古
事
記
編
は
「
年
老
い
た
赤
猪
子
を
歌
っ
た
も
の
と
し
て
、

老
い
に
け
る
か
も

若
い
頃
を
回
想
す
る
嘆
老
の
思
い
が
う
た
わ
れ
て
い
る
。

る
。
「
若
栗
栖
原
」
の
ク
ル
ス
は
ク
リ
の
母
音
交
替
形
で
、
記
偲
は
「
栗
樹
を
多
く
植
生
し
た
る
地
」
と
す
る
。
若
い
栗
の
木
の
林
と
い

う
意
。
播
磨
国
風
土
記
・
揖
保
郡
に
栗
栖
の
里
の
由
来
と
し
て
、
「
難
波
高
津
宮
天
皇
、
勅
、
賜
一
ー
刊
栗
子
若
倭
部
連
池
子
一
。
即
将
退

来
、
殖
＿
一
生
此
村
一
。
故
号
i

一
栗
栖
―
」
と
あ
り
、
食
料
用
に
栗
林
を
育
て
た
。
縄
文
期
の
三
内
丸
山
遺
跡
で
は
す
で
に
計
画
的
に
栗
の
木

の
栽
培
が
行
わ
れ
て
い
た
。
若
い
栗
林
は
栽
培
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
前
歌
の
「
白
楊
原
」
を
承
け
て
「
若
栗
栖
原
」
と
言
い
、
童

女
の
赤
猪
子
を
重
ね
て
い
る
。
景
物
の
提
示
句
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
赤
猪
子
の
叙
事
が
呼
び
起
こ
さ
れ
る
仕
組
み
で
あ
る
。
こ
の
二
句

率
寝
て
ま
し
も
の

「
若
く
へ
に
」
は
若
い
時
に
、

の
意
。
新
絹
全
集
古
事
記
は
形
容
詞
「
若
し
」
の
連
用
形
を
名
詞
的
に

用
い
た
も
の
か
と
し
、
「
へ
」
は
方
向
を
表
す
と
す
る
。
「
へ
」
が
時
間
に
用
い
ら
れ
た
例
と
し
て
、
万
葉
歌
に
「
春
部
者

持
ち
」

(l・

三
八
）
な
ど
が
あ
る
。
上
二
句
、
特
に
「
若
栗
栖
原
」
の
「
若
」
か
ら
同
音
の
「
若
く
へ
に
」
を
導
き
、
下
三
旬
の
主
想

を
構
成
す
る
。
共
寝
の
意
の
ヰ
ネ
と
反
実
仮
想
の
マ
シ
に
詠
嘆
の
モ
ノ
が
添
え
ら
れ
、
共
寝
を
す
れ
ば
よ
か
っ
た
の
に
、
と
悔
や
む
気

み

の

わ

か

か

へ

持
ち
を
表
す
。
万
葉
歌
の
「
身
若
可
倍
か
さ
寝
し
児
ら
は
も
」

(16
．
三
八
七
四
）
の
「
若
か
へ
」
は
「
若
く
へ
」
の
音
転
と
い
う
。

問
題
は
こ
の
句
で
、
主
体
が
う
た
い
手
の
雄
略
自
身
か
、
相
手
の
赤
猪
子
か
で
分
か
れ
る
。
古
代
歌
謡
全
注
釈
・

る
は
ず
の
雄
略
天
皇
の
歌
と
し
て
お
か
し
い
」
と
し
、
こ
の
歌
は
本
来
、
三
輪
地
方
の
歌
垣
の
歌
と
推
定
す
る
。
こ
の
見
解
に
よ
れ
ば
、

「
物
語
に
即
し
て
い
え
ば
赤
猪
子
が
、
年
老
い
た
こ
と
を
さ
す
」
の
で
あ
り
、
歌
垣
の
歌
と
し
て
は
若
者
が
老
女
を
椰
楡
し
た
こ
と
に
な

一
方
、
新
編
全
集
古
事
記
は
「
「
率
寝
」
の
主
格
は
我
（
天
皇
）

成
り
立
た
な
い
現
実
に
対
し
て
、
天
皇
自
身
の
老
い
を
い
う
こ
と
で
、
赤
猪
子
は
救
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
」
と
注
記
す
る
。
し
か
し
、

若
く
へ
に

は
次
の
「
若
く
へ
に
」
を
導
く
序
と
な
る
。

一
応
物
語
と
の
不
一
致
は
な
い
が
、
赤
猪
子
と
同
じ
だ
け
年
を
取
っ
て
い

で
あ
り
、
「
老
い
」
の
主
格
も
我
と
み
る
の
が
自
然
。
今
結
婚
が

花
か
ざ
し
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う
に
、
「
築
く
」
か
ら
「
斎
く
」

斎
き
余
し

御
諸
に

こ
の
歌
の
「
老
い
に
け
る
か
も
」
は
雄
略
記
の
文
脈
の
中
で
ど
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
た
か
と
い
う
点
で
判
断
す
べ
き
で
あ
る
C

散
文
で

は
赤
猪
子
に
対
す
る
雄
略
の
言
葉
と
し
て
「
汝
は
志
を
守
り
、
命
を
待
ち
て
、
徒
に
盛
り
の
年
を
過
し
つ
。
是
れ
甚
愛
し
く
悲
し
」
と

あ
る
の
だ
か
ら
、
歌
に
お
い
て
赤
猪
子
の
「
老
い
」
を
う
た
っ
た
と
解
す
べ
き
こ
と
、
単
純
に
し
て
明
快
で
あ
る
。
天
皇
は
盛
ん
な
る

生
命
力
が
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
散
文
で
も
歌
で
も
天
皇
の
老
い
に
触
れ
な
い
の
は
当
然
で
あ
る
。
そ
れ
は
神
性
を
も
つ
雄
略
像

（記
85
解
説
参
照
）
。
こ
の
歌
は
雄
略
が
赤
猪
子
に
求
婚
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
共
寝
を
し
な
い

ま
ま
、
赤
猪
子
が
老
女
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
う
た
っ
て
い
る
。
散
文
で
は
こ
の
歌
の
叙
事
に
即
し
て
叙
述
し
て
い
る
こ
と
に
な

る
。
な
お
、
こ
の
よ
う
な
古
事
記
の
歌
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
解
説
参
照
。

つ
ま
り
、
場

築
く
や
玉
垣
ミ
モ
ロ
は
前
歌
と
同
様
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
や
や
限
定
的
に
三
輪
山
の
神
の
社
と
そ
の
神
域
を
指
す
。
ヤ

あ
ら
れ

は
允
恭
記
の
「
打
つ
や
霰
の
」
（
記

79)
と
同
じ
く
間
投
助
詞
。
タ
マ
は
美
称
で
、
カ
キ
は
記
偲
に
「
土
で
築
き
た
る
垣
」
で
「
築
地
」

と
す
る
。
社
の
周
囲
に
築
い
た
神
聖
な
垣
の
こ
と
を
言
う
。
こ
の
二
句
は
序
詞
で
、
「
築
く
」
か
ら
の
同
音
の
く
り
返
し
に
よ
っ
て
第
三

句
の
「
斎
き
余
し
」
を
導
く
。

の
「
築
き
余
し
」

き
来
し
、
其
思
ひ
の
残
り
を
い
ふ
」
と
解
し
て
、
「
斎
き
余
し
」
の
意
と
す
る
。
こ
れ
を
承
け
て
、
古
代
歌
謡
全
注
釈
・
古
事
記
編
の
よ

ツ
キ
ヲ
ヘ

ツ
キ
は
厚
顔
抄
に
「
築
令
レ
余
也
」
、
記
博
に
「
垣
を
築
覚
て
、
其
土
の
余
り
た
る
を
云
」
と
あ
る
。
「
築
く
」
か
ら
同
じ
意

へ
続
く
と
す
る
の
に
対
し
て
、
稜
威
言
別
は
「
斎
き
余
し
に
て
、
余
す
と
は
、
年
来
思
ひ
た
ゆ
ま
ず
、
資
き
か
し
づ

へ
と
意
味
を
転
換
さ
せ
る
と
見
る
説
が
出
て
く
る
の
で
あ
る
が
、
古
事
記
注
釈
は
「
こ
れ
に
よ
る
と
永

面
に
よ
っ
て
人
称
が
変
わ
る
の
で
あ
る

通巻546号 (2020・ 3) 

語
が
赤
猪
子
と
な
る
か
ら
、
歌
の
表
現
の
不
統
一
と
見
な
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

わ

た

た

み

が
ヘ婦
り
来
む
ぞ
我
が
畳
ゆ
め
」

己
5
)

(--68 
の
よ
う
に
、

叙
事
的
な
歌
で
は
一
首
の
中
で
‘
玉
語
が
変
わ
る
こ
と
は
あ
り
得
る
。

し
か
し
、

の
一
環
と
見
て
よ
い
。

そ
の
よ
う
に
解
す
る
と
、

「
率
寝
て
ま
し
も
の
」

の
主
語
が
う
た
い
手
の
雄
略
で
、

お
は
き
み

「
大
君
を

「
老
い
に
け
る
か
も
」

船
に
如
ら
ば
船
紺
り

140 

"‘ 
の
主
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H
下
江
の
入
江
の
蓮

詞
の
「
神
の
宮
人
」
と
の
関
連
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

誰
に
か
も
依
ら
む
神
の
宮
人

が
り
か
ら
も
ツ
ク
は
神
を
斎
く
（
祭
る
）
と
解
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。

い
こ
と
神
に
仕
え
過
ご
し
て
の
意
に
な
り
文
脈
的
に
は
好
都
合
だ
が
」
と
し
、
「
斎
き
あ
ま
し
」
と
い
う
言
い
方
に
疑
問
を
示
す
。
新
編

全
集
古
事
記
に
は
「
こ
の
「
つ
き
」
は
、
玉
垣
を
築
く
意
の
ツ
ク
（
築
）
と
、
神
に
付
き
従
う
意
の
ツ
ク
（
付
）
と
が
掛
け
ら
れ
て
い

る
」
と
し
、
「
つ
き
余
し
」
は
「
必
要
以
上
に
神
に
付
い
て
い
て
、

の
意
」
と
い
う
新
解
が
見
ら
れ
る
。
確
か
に
問
題
の
多
い
表
現
で
あ

る
が
、
こ
の
歌
句
に
対
す
る
雄
略
記
の
理
解
は
散
文
に
叙
述
さ
れ
る
と
い
う
原
則
に
立
つ
し
か
な
い
。
そ
れ
は
「
已
に
多
た
の
年
を
経

ぬ
」
「
徒
に
盛
り
の
年
を
過
し
つ
」
に
他
な
ら
ず
、
神
を
斎
く
こ
と
が
あ
ま
り
に
長
く
な
っ
て
娘
盛
り
を
無
駄
に
過
ご
し
て
し
ま
っ
た
と

解
す
る
こ
と
で
意
味
が
通
る
。
結
旬
の
「
神
の
宮
人
」
は
三
輪
山
の
神
の
祭
祀
を
執
り
行
う
人
の
こ
と
な
の
で
、
そ
の
行
為
と
の
つ
な

い
の
で
し
ょ
う
か
、

タ
は
人
の
不
定
称
で
、

タ
レ
の
レ
の
省
略
形
。

ヨ
ラ
ム
は
疑
問
の
力
を
伴
っ
て
、
誰
に
頼
っ
た
ら
よ

の
意
。
暗
に
、
天
皇
し
か
い
ま
せ
ん
と
い
う
含
意
を
持
た
せ
る
。
こ
の
部
分
は
、
散
文
の
「
今
は
容
姿
既
に
香
い

て
、
更
に
侍
む
所
無
し
。
然
れ
ど
も
、
己
が
志
を
顕
し
白
さ
む
」
と
い
う
赤
猪
子
の
言
葉
と
対
応
す
る
。
散
文
で
は
、
天
皇
と
の
婚
約

を
ず
っ
と
守
っ
て
き
た
志
の
表
明
に
留
ま
る
が
、
歌
の
表
現
で
は
、
今
は
頼
れ
る
の
は
天
皇
だ
け
し
か
い
な
い
と
い
う
気
持
ち
を
暗
示

す
る
と
こ
ろ
に
、
赤
猪
子
の
切
実
な
思
い
が
よ
り
深
く
伝
わ
っ
て
く
る
。
散
文
で
は
こ
の
真
意
ま
で
は
叙
述
し
得
な
い
の
で
あ
る
。
「
神

の
宮
人
」
は
赤
猪
子
が
自
ら
を
三
輪
山
の
神
に
仕
え
る
巫
女
と
明
か
す
旬
で
あ
る
。
こ
れ
も
、
散
文
で
触
れ
る
と
こ
ろ
が
な
い
よ
う
に

見
え
る
。
し
か
し
、
「
河
の
辺
に
衣
を
洗
ふ
童
女
有
り
」
の
叙
述
に
、
赤
猪
子
の
巫
女
と
い
う
属
性
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
に
歌

こ
の
上
一
一
句
も
こ
れ
ま
で
の
三
首
と
同
様
、
景
物
を
提
示
し
、
同
音
で
く
り
返
す
第
三
旬
の
「
花
蓮
」
を
導

く
表
現
法
で
あ
る
。
「
日
下
江
」
は
河
内
国
の
難
波
京
が
あ
る
上
町
台
地
と
東
の
生
駒
山
系
の
あ
い
だ
に
広
が
っ
て
い
た
湖
沼
の
こ
と
を

指
す
。
「
入
江
」
と
い
う
の
は
難
波
の
海
か
ら
川
を
遡
っ
て
日
下
江
に
入
っ
て
い
く
地
形
で
、
古
代
は
入
江
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
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此
の
四
つ
の
歌
は
志
都
歌
ぞ

ひ
て
」
で
あ
っ
た
と
見
て
よ
い
。

ら
に
仮
名
表
記
「
微
」
は
身
を
指
し
、
蓮
の
実
の
意
は
な
い
と
す
る
が
、
記
中
草
木
の
実
に
微
を
用
い
る
こ
と
か
ら
、
実
の
盛
と
続
く

こ
と
に
も
言
及
す
る
。
身
と
実
は
乙
類
で
微
は
乙
類
の
仮
名
で
あ
る
。
「
花
蓮
」
か
ら
ミ
（
実
）
を
呼
び
起
こ
し
、
「
身
」
に
転
換
し
て

主
想
の
旬
を
構
成
す
る
だ
け
で
な
く
、
盛
ん
に
花
咲
く
蓮
は
「
身
の
盛
り
人
」
全
体
を
も
形
容
し
て
い
る
と
解
さ
れ
る
。
そ
こ
に
、
日

下
江
と
の
つ
な
が
り
で
、
若
い
盛
り
の
若
日
下
部
王
が
提
示
さ
れ
る
。
宮
の
中
心
に
い
て
今
を
と
き
め
く
若
日
下
部
大
后
で
あ
る
。
「
羨

し
き
」
は
羨
ま
し
い
の
意
の
形
容
詞
。

ロ
カ
モ
は
「
小
楯
ろ
か
も
」
（
記
42)
「
大
君
ろ
か
も
」
（
記
57)
と
あ
り
、
強
い
感
動
を
表
す
助

詞
。
赤
猪
子
の
羨
望
は
若
日
下
部
大
后
の
華
や
か
で
盛
ん
な
る
様
を
讃
め
称
え
る
表
現
に
他
な
ら
な
い
。
婚
約
を
忘
れ
る
と
い
う
雄
略

の
失
態
は
赤
猪
子
の
答
え
歌
に
よ
っ
て
大
后
讃
美
で
終
る
。
赤
猪
子
の
機
転
に
対
す
る
褒
賞
が
後
文
の
「
多
た
の
禄
を
其
の
老
女
に
給

志
都
歌
は
歌
曲
名
で
、
宮
廷
に
伝
わ
っ
て
い
る
歌
曲
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
唱
謡
法
に
よ
る
名
称
で
あ

る
が
、
詳
し
い
曲
調
な
ど
は
不
明
で
あ
る
。
志
都
歌
は
他
に
雄
略
記
に
一
首
（
記

103)
、
志
都
歌
の
歌
返
が
仁
徳
記
に
六
首
（
記

5
7
i

61
、
63)
と
一
首
（
記
74)
が
あ
る
。
琴
歌
譜
に
も
絃
都
歌
と
て
「
御
諸
に
」
（
記
93)

花
蓮

く

さ

か

え

の

「
入
江
の
蓮
」
は
こ
の
湖
沼
の
湿
地
に
自
生
す
る
蓮
を
言
う
。
万
業
歌
に
「
草
香
江
之

と
、
日
下
江
の
入
江
で
餌
を
探
し
て
葦
の
あ
い
だ
を
歩
き
ま
わ
る
鶴
が
詠
ま
れ
て
い
る
。
水
深
の
浅
い
葦
原
の
環
境
は
蓮
の
自
生
に
も

適
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
江
の
名
称
と
な
っ
た
日
下
の
地
が
こ
の
湖
沼
の
東
岸
、
生
駒
山
（
日
下
山
）

を
し
に
行
幸
し
た
こ
と
は
「
日
下
部
の
」
の
歌
（
記

90)

身
の
盛
り
人

羨
し
き
ろ
か
も

「
花
蓮
」
に
つ
い
て
、
記
偲
は
「
花
蓮
盛
と
、

の
直
下
に
位
置
す
る
こ
と
は

「
日
下
の
直
越
」
の
と
こ
ろ
で
触
れ
た
。
そ
こ
は
日
下
氏
や
日
下
部
の
本
拠
地
で
、
そ
の
地
に
住
む
若
日
下
部
王
の
も
と
に
雄
略
が
求
婚

の
散
文
に
書
か
れ
て
い
る
。
上
二
句
は
そ
の
よ
う
な
日
下
江
や
蓮
の
景
物
の

提
示
旬
で
あ
る
と
と
も
に
、
日
下
と
い
う
地
名
と
の
つ
な
が
り
で
若
日
下
部
王
を
呼
び
起
こ
す
仕
組
み
に
も
な
っ
て
い
る
。

つ
ゞ
く
な
り
」
と
す
る
師
説
を
支
持
す
る
。
さ

の
一
首
が
記
載
さ
れ
、
縁
記
と
し
て
記
の
散
文

い

り

え

あ

し

た

づ

入
江
に
あ
さ
る
葦
鶴
の
」

(
4
•五
七
五
）
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愛
し
く
悲
し
」
と
い
う
散
文
と
重
な
る
。
③
は
「
斎
き
余
し
誰
に
か
も
依
ら
む
神
の
宮
人
」
の
歌
詞
と
散
文
の
「
今
は
容
姿
既
に

の
」
「
忌
々
し
き
か
も

③
御
諸
に
築
く
や
玉
垣
（
記
93)

安
中
期
ま
で
大
歌
師
に
よ
っ
て
宮
廷
歌
曲
と
し
て
伝
習
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
四
首
は
驚
く
ほ
ど
表
現
法
に
共
通
性
が
あ
り
、
う
た
わ
れ
た
地
名
が
そ
れ
ぞ
れ
意
味
を
持
っ
て
整
理
、
配
列
さ
れ
て
い
る
。
四

首
す
べ
て
が
上
二
旬
に
序
を
置
き
、
第
三
旬
を
導
い
て
下
三
旬
の
主
想
部
を
構
成
す
る
の
で
あ
る
。
以
下
に
あ
ら
た
め
て
上
二
句
を
取

赤
猪
子
の
答
歌

④
日
下
江
の

入
江
の
蓮
（
記
94)

③
は
①
に
、
④
は
②
に
応
答
し
、
そ
れ
ぞ
れ
地
名
も
見
事
に
贈
答
関
係
を
作
り
出
し
て
い
る
。
語
釈
で
も
触
れ
た
が
、
①
の
「
御
諸

白
梼
原
童
女
」
と
い
う
三
輪
の
近
寄
り
が
た
い
童
女
を
う
た
う
歌
詞
と
散
文
の
「
美
和
河
に
到
り
し
時
に
、
河

の
辺
に
衣
を
洗
ふ
童
女
有
り
。
其
の
容
姿
、
甚
麗
し
」
は
対
応
す
る
。
②
で
は
「
引
田
の

け
る
か
も
」
と
い
う
歌
詞
が
「
引
田
部
赤
猪
子
」
と
い
う
名
、
「
汝
は
志
を
守
り
、
命
を
待
ち
て
、
徒
に
盛
り
の
年
を
過
し
つ
。
是
れ
甚

①
御
諸
の

②
引
田
の

若
栗
栖
原
（
記
92)

厳
白
椿
が
本
（
記
91)

雄
略
天
皇
の
贈
歌

り
上
げ
る
。

【
解
説
ー

が
付
け
ら
れ
て
い
る
。

老
い
に

一
説
と
し
て
、
豊
次
入
日
女
命
が
美
望
呂
山
で
神
祭
り
を
し
た
歌
と
い
う
縁
記
も
挙
げ
て
い
る
。
こ
の
歌
が
平

若
栗
栖
原
」
「
率
寝
て
ま
し
も
の
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廷
史
を
語
る
歴
史
叙
述
を
担
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。

者
ひ
て
、
更
に
侍
む
所
無
し
。
然
れ
ど
も
、
己
が
志
を
顕
し
白
さ
む
」
と
い
う
言
葉
が
対
応
関
係
に
あ
る
。
④
の
歌
詞
「
日
下
江
の

足
説
明
の
関
係
を
も
つ
。

身
の
盛
り
人

て
、
更
に
侍
む
所
無
し
。
然
れ
ど
も
、
己
が
志
を
顕
し
白
さ
む
と
し
て
参
ゐ
出
で
つ
ら
く
の
み
」
と
い
う
赤
猪
子
の
心
境
に
対
し
て
補

こ
の
よ
う
な
歌
と
散
文
の
関
係
は
、
四
首
が
い
か
な
る
歌
で
あ
る
の
か
を
示
し
て
い
よ
う
。
こ
の
四
首
に
つ
い
て
は
古
代
歌
謡
全
注

釈
・
古
事
記
編
に
独
立
歌
謡
の
実
体
を
推
定
す
る
論
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
①
は
歌
垣
の
誘
い
歌
で
、
三
輪
地
方
の
民
謡
、
②
は

若
者
の
老
女
に
対
す
る
椰
楡
の
歌
で
、
三
輪
地
方
の
歌
垣
の
歌
、
③
は
三
輪
地
方
の
歌
垣
の
歌
、
④
は
歌
垣
に
お
け
る
歎
老
の
歌
で
、

日
下
地
方
の
民
謡
と
す
る
。
古
代
歌
垣
の
研
究
成
果
と
し
て
貴
重
な
見
解
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
古
代
民
謡
が
ど
の
よ
う
な
過
程
を
経

て
天
皇
や
赤
猪
子
の
歌
に
な
る
の
か
と
い
う
点
が
不
明
で
あ
る
。
民
謡
が
古
事
記
の
歌
に
な
る
仕
組
み
を
説
明
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
民
謡
が
天
皇
統
治
の
歴
史
を
語
る
説
話
に
あ
る
程
度
自
由
に
転
用
さ
れ
る
も
の
な
の
か
、
と
い
う
疑
問
を
払
拭
で
き
な
い
。

話
題
を
四
首
の
歌
に
戻
し
、
こ
の
四
首
に
は
上
一
一
旬
の
序
と
い
う
共
通
の
表
現
法
が
見
ら
れ
、
地
名
と
主
想
部
が
散
文
と
対
応
す
る

と
い
う
叙
事
的
側
面
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
確
認
し
た
い
と
思
う
。
し
か
も
、
④
に
お
い
て
は
散
文
に
叙
述
さ
れ
な
い
内
容

の
補
足
説
明
を
担
う
と
い
う
役
割
さ
え
認
め
ら
れ
た
。
そ
れ
は
き
わ
め
て
大
切
な
内
容
で
、
若
日
下
部
大
后
の
盛
ん
な
る
様
を
称
え
る

こ
と
に
よ
っ
て
雄
略
治
世
を
讃
美
す
る
も
の
で
あ
る
。
四
首
は
雄
略
と
赤
猪
子
の
悲
恋
を
う
た
う
だ
け
で
な
く
、
む
し
ろ
雄
略
朝
の
宮

そ
れ
は
こ
の
四
首
が
志
都
歌
と
い
う
宮
廷
歌
曲
の
名
を
持
つ
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
い
。
宮
廷
史
を
語
る
歌
で
あ
る
こ
と
が
、
宮
廷

歌
曲
と
し
て
伝
え
ら
れ
る
意
味
で
あ
り
、
こ
れ
ら
四
首
の
存
在
理
由
で
も
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
①
な
ど
は
琴
歌
譜
の
歌
曲
と
し
て
別

の
縁
記
を
加
え
て
伝
え
ら
れ
た
。
宮
廷
史
を
担
う
歌
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
四
首
の
歌
の
あ
り
方
は
、
語
釈
を
通
し
て
見
て
き

入
江
の
蓮
」
は
若
日
下
部
大
后
を
呼
び
起
こ
し
、
「
花
蓮

羨
し
き
ろ
か
も
」
の
歌
詞
が
散
文
の
「
今
は
容
姿
既
に
者
い
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(
l
)
底
本
「
嫡
」
。
底
本
右
傍
書
に
よ
る
。

【
校
異
＿
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加
微
能
美
弓
＿
母
知

【
本
文
】

ひ

こ

と

弾
く
琴
に

麻
比
須
流
哀
美
那

ま

ひ

を

み

な

偉
す
る
女

と

こ

よ

常
世
に
も
が
も

じ
5
)

(
1
1
1
1
!
1
9
 

【
訓
読
文
】

冠
記
立
却
耐
幻
i

に
幸
酎
し
し
時
に
、
配
印
叫
叫
距
に
‘
配
如
有
り
。
集
の
均
姿
‘
生
島
し
。
町
‘
是
の
釘
如
と
即
ひ
て
、

の

ち

さ

ら

ま

た

あ

｀

こ

こ

ろ

と

ど

そ

こ

お

ほ

み

あ

ぐ

ら

坐
し
き
。
後
に
更
に
亦
、
吉
野
に
幸
行
し
し
時
に
、
其
の
童
女
の
遇
ひ
し
所
に
留
ま
り
て
、
其
処
に
大
御
呉
床
を
立
て
て
、
其
の
御
呉

み

う

た

い

ま

み

こ

と

ひ

を

と

め

ま

ひ

せ

よ

ま

床
に
坐
し
て
、
御
琴
を
弾
き
て
、
其
の
嬢
子
に
偉
を
為
し
め
き
。
爾
し
て
、
其
の
嬢
子
の
好
＜
偉
へ
る
に
因
り
て
、
御
歌
を
作
り
き
。

其
の
歌
に
日
は
く
、

あ

ぐ

ら

ゐ

か

み

み

て

呉
床
居
の
神
の
御
手
も
ち

た
よ
う
に
、
古
事
記
の
歴
史
叙
述
の
中
心
的
役
割
を
担
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

四
、
吉
野
の
童
女

天
皇
、
幸
二
行
吉
野
宮
一
之
時
、
吉
野
川
之
浜
、
有
一
一
童
女
一
。
其
形
姿
美
麗
。
故
、
婚
二
是
童
女
盃
叫
還
二
坐
於
宮
一
。
後
更
亦
幸
一
＿
行

吉
野
之
時
、
留
一
ー
其
童
女
之
所
ー
レ
遇
、
於
ー
一
其
処
る
王
大
御
呉
床
盃
叫
坐
＿
一
其
御
呉
床
＼
弾
二
御
琴
二
令
レ
為
レ
偉
二
其
嬢
子
一
。
ホ
、

因
其
嬢
子
之
好
偉
一
、
作
御
歌
ー
。
其
歌
日
、

阿
具
良
章
能

比
久
許
登
休

登
許
余
年
母
加
母

か
へ

宮
に
還
り
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呉
床
に
座
っ
て
い
る
神
（
天
皇
）
が
、
そ
の
御
手
で
弾
く
琴
に
合
わ
せ
て
舞
を
す
る
乙
女
、
そ
の
姿
は
い
つ
ま
で
も
変
わ
ら
ず
に

記
に
お
け
る
吉
野
宮
の
初
出
。
こ
れ
に
続
い
て
阿
岐
豆
野
遊
猟
の
話
も
あ
り
、
吉
野
宮
の
起
源
が
雄
略
朝

に
あ
っ
た
と
す
る
歴
史
観
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
る
c

吉
野
宮
の
所
在
は
吉
野
町
宮
滝
の
地
で
、
発
掘
に
よ
っ
て
斉
明
・
持
統
・
聖
武

こ
の
部
分
、
先
に
吉
野
の
童
女
と
婚
約
し
て
宮
に
還
り
、
ま
た
別
の
機
会
に
吉
野
に
行
幸
し
た
時
、

童
女
と
遇
っ
て
そ
こ
に
留
ま
っ
た
と
い
う
文
脈
で
あ
る
が
、
訓
読
し
に
く
い
。
訂
正
占
訓
占
＃
記
に
「
童
女
の
遇
へ
り
し
所
に
留
ま
り

ぁ
”
)

て
」
、
思
想
大
系
に
「
童
女
之
所
遇
し
に
留
ま
り
」
、
新
編
全
集
古
事
叫
に
「
童
女
が
其
処
に
遇
へ
る
を
留
め
て
」
な
ど
と
あ
る
。
「
童

女
」
は
こ
こ
ま
で
三
箇
所
に
用
い
、
こ
れ
以
後
「
嬢
子
」
が
二
箇
所
に
記
さ
れ
る
。
記
で
は
両
方
と
も
ヲ
ト
メ
の
表
記
と
し
て
用
い
ら

れ
、
嬢
子
が
十
九
例
、
童
女
が
九
例
で
あ
る
。
嬢
子
は
上
巻
に
見
ら
れ
な
い
こ
と
が
特
色
の
―
つ
で
、
童
女
と
の
あ
い
だ
に
身
分
の
貴

賤
と
い
う
意
識
が
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
童
女
の
名
も
そ
の
出
自
も
示
さ
れ
ず
、
未
婚
の
若
い
女
の
意
で
童
女
が
用
い
ら
れ
て
い

る
C

話
の
後
半
か
ら
嬢
子
に
表
記
が
変
わ
る
点
に
つ
い
て
は
次
項
で
触
れ
る
。

は
他
に
、
宇
遅
和
紀
郎
子
が
座
る
た
め
の
座
席
と
し
て
出
て
く
る
C

高
貴
な
人
物
が
野
外
で
使
用
す
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、
な
ぜ
こ
の

二
人
だ
け
に
用
い
ら
れ
る
の
か
と
い
う
点
は
不
明
。
天
皇
自
ら
琴
を
弾
き
、
嬢
子
に
舞
わ
せ
た
と
す
る
場
面
か
ら
嬢
子
の
表
記
に
な
る

あ

く

ら

御
呉
床
に
魯
し
て
、
御
琴
を
弾
き
て
、
其
の
嬢

f
に
憐
を
為
し
め
き
ア
グ
ラ
は
足
座
で
、

足
の
付
い
た
高
い
座
席
、
腰
掛
け
。

記
で

爪
女
の
遇
ひ
し
所
に
留
ま
り
て

朝
の
重
層
遺
構
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。

通巻546号 (2020• 3) 

吉
野
宮
に
幸
行
し
し
時
に

＿
語
釈
一

あ
っ
て
ほ
し
い
も
の
だ
。

記
95

116 

【
現
代
語
訳
一
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通
い
ま
し
ょ
う
、

憐
す
る
女

常
世
に
も
が
も

さ
れ
る
例
と
し
て
注
目
さ
れ
る
C

神
の
御
手
も
ち

い
や
常
世
ま
で
」
（

3
.
―
-
六
一
）
は
、
行
き

の
は
、
歌
の
結
句
に
「
常
世
に
も
が
も
」
と
永
遠
の
神
聖
な
ヲ
ミ
ナ
と
し
て
う
た
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
歌
洞
の
ヲ
ミ
ナ
に
対
応
さ
せ
、

散
文
で
は
嬢
子
に
表
記
を
変
え
た
と
見
ら
れ
る
。
嬢
子
に
は
天
皇
の
妃
、
高
貴
・
神
聖
な
女
性
の
含
意
が
あ
る
。
「
大
御
呉
床
を
立
て

て
」
以
下
、
こ
の
部
分
の
散
文
は
、
古
事
記
注
釈
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
歌
詞
を
移
し
た
も
の
で
あ
る
。
歌
の
理
解
か
ら
散
文
が
叙
述

呉
床
に
座
っ
て
い
る
神
は
雄
略
夭
臣
の
こ
と
。
雄
略
は
自
ら
を
神
と
位
囮
づ
け
、
神
の
御

手
で
弾
く
琴
に
合
わ
せ
て
、
と
う
た
う
。
記
に
お
い
て
琴
は
、
天
皇
が
琴
を
弾
い
て
神
意
を
問
う
話
（
仲
哀
記
）
、
建
内
宿
禰
が
天
皇
か

ら
琴
を
給
わ
っ
て
御
子
の
繁
栄
を
寿
ぐ
歌
を
う
た
う
話
（
仁
徳
記
）
、
枯
野
の
船
を
焼
い
た
残
り
の
木
で
琴
を
作
る
と
、
そ
の
音
が
遠
く

ま
で
鳴
り
響
い
た
と
い
う
話
（
仁
徳
記
）
に
出
て
く
る
。
こ
れ
ら
の
話
か
ら
琴
は
天
皇
が
持
つ
楽
器
で
、
神
意
を
聞
く
呪
器
で
も
あ
っ

た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
C

神
で
あ
る
天
良
が
弾
く
琴
と
い
う
言
い
方
は
、
琴
が
神
聖
か
つ
呪
的
な
楽
器
で
あ
る
か
ら
こ
そ
可
能

で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
神
性
を
備
え
る
雄
略
像
は
こ
の
歌
に
よ
っ
て
明
示
さ
れ
る
。

「
舞
す
る
女
」
は
吉
野
の
童
女
の
こ
と
で
、
舞
う
場
面
か
ら
表
記
が
嬢
子
に
変
わ
る
こ
と
は
前
に
触
れ

た
。
「
常
世
」
は
永
久
に
変
わ
ら
な
い
こ
と
、
永
遠
の
意
。
万
葉
歌
の
「
行
き
通
ひ
つ
つ

い
つ
ま
で
も
末
永
く
、

意
を
表
す
。
厚
顔
抄
の
「
仙
女
ナ
ト
ニ
ャ
ト
怪
シ
ミ
思
召
ス
也
」
は
正
確
さ
を
欠
く
も
の
の
、
仙
女
の
指
摘
は
注
目
さ
れ
る
。
記
偲
は

天
武
天
皇
が
吉
野
宮
で
琴
を
弾
い
た
と
こ
ろ
、
高
唐
神
女
が
現
わ
れ
て
舞
っ
た
と
い
う
、
本
朝
月
令
に
記
す
五
節
舞
の
起
源
は
こ
の
話

か
ら
作
っ
た
と
す
る
。
神
聖
な
山
水
の
地
で
あ
る
吉
野
に
早
く
か
ら
神
仙
思
想
が
結
び
つ
き
、
神
仙
境
と
見
な
さ
れ
た
こ
と
は
万
葉
歌

の
「
仙
柘
枝
の
歌
」

(
3
•
三
八
五
＼
七
）
な
ど
に
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
歌
な
ど
は
吉
野
が
神
仙
の
地
と
し
て
受
け
人
れ
ら
れ
て
い
く

上
で
核
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
C

た
だ
、
こ
の
歌
の
理
解
か
ら
叙
述
さ
れ
た
散
文
に
は
神
へ
の
展
開
が
な
い
。
神
仙
證
と
し
て
脚
色
さ
れ

呉
床
居
の

弾
く
琴
に

の
意
。
こ
こ
で
は
、
舞
す
る
女
が
い
つ
ま
で
も
変
わ
ら
ず
に
い
て
ほ
し
い
、
と
い
う
穎
望
の
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は
「
琴
の
声
を
悟
」

た
痕
跡
も
そ
れ
ほ
ど
強
く
残
っ
て
は
い
な
い
。
そ
れ
は
雄
略
天
皇
の
御
世
を
称
え
る
と
い
う
意
図
に
よ
っ
て
こ
の
話
が
叙
述
さ
れ
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。
「
舞
す
る
女
」
「
常
世
」
の
歌
語
も
雄
略
治
世
の
永
遠
性
を
寿
ぐ
表
現
に
他
な
ら
な
い
。

記
下
巻
で
は
弾
琴
の
話
が
仁
徳
記
の
「
汝
が
御
子
や
」
（
記
73)
「
枯
野
を
」
（
記
74)
と
雄
略
記
の
こ
の
歌
に
関
わ
っ
て
出
て
く
る
。
こ

の
二
箇
所
に
し
か
な
い
と
言
っ
た
方
が
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。
語
釈
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
仁
徳
皇
統
の
永
続
と
仁
徳
・
雄
略
治
枇
の
寿
祝

と
い
う
意
図
が
そ
こ
に
は
あ
る
。
記
の
琴
に
関
す
る
表
現
に
は
琴
が
神
意
を
伝
え
、
天
皇
に
専
有
さ
れ
る
特
別
な
楽
器
と
い
う
意
識
が
観
取

さ
れ
る
。
仁
徳
・
雄
略
記
に
は
琴
を
通
し
て
神
意
に
叶
っ
た
理
想
の
治
世
を
語
ろ
う
と
す
る
意
図
が
あ
る
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
。

そ
れ
で
は
雄
略
天
皇
の
弾
琴
の
話
が
記
•
紀
で
は
ど
の
よ
う
に
語
ら
れ
る
の
か
。
雄
略
紀
に
「
呉
床
居
の
」
の
歌
は
な
い
。
し
か
し
、

琴
に
関
わ
る
歌
は
十
二
年
十
月
条
に
記
さ
れ
る
。
天
皇
が
木
工
闘
鶏
御
田
を
処
刑
し
よ
う
と
し
た
時
、
秦
酒
公
が
琴
を
弾
い
て
歌
で
そ
の
誤

り
を
悟
ら
せ
た
と
い
う
話
で
あ
る
。
そ
の
歌
（
紀
78)
は
命
の
続
く
限
り
天
皇
に
仕
え
る
と
言
っ
た
御
田
の
命
が
惜
し
い
と
う
た
う
。
天
皇

教
導
す
る
中
国
の
礼
楽
思
想
に
基
づ
く
（
西
本
香
子
『
古
代
日
本
の
王
権
と
音
楽
』
）
C

儒
教
に
お
け
る
礼
楽
思
想
は
礼
記
の
楽
記
に
体
系
化

さ
れ
て
い
る
が
、
君
子
は
礼
楽
に
よ
っ
て
世
を
治
め
、
理
想
的
な
世
界
を
実
現
で
き
る
と
す
る
考
え
方
で
あ
る
。
琴
の
声
は
琴
の
音
色
と
さ

れ
る
が
、
そ
う
で
は
な
く
、
秦
酒
公
が
琴
を
弾
い
て
う
た
っ
た
歌
の
こ
と
で
、
天
皇
は
そ
の
琴
の
声
に
神
意
を
悟
っ
た
と
い
う
文
脈
で
あ
る

（
居
駒
『
古
代
の
歌
と
叙
事
文
芸
史
』
）
。
雄
略
天
皇
の
治
世
が
礼
楽
思
想
に
よ
っ
て
叙
述
さ
れ
る
こ
と
は
こ
の
例
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

つ
い
で
に
言
え
ば
、
御
田
を
助
け
る
弾
琴
の
歌
に
続
い
て
、
采
女
を
犯
し
た
歯
田
根
命
が
歌
（
紀
79)
を
詠
み
、

て
資
材
献
納
の
罰
を
与
え
る
話
、
木
工
章
那
部
真
根
が
天
皇
の
命
で
処
刑
さ
れ
そ
う
に
な
っ
た
時
、
天
皇
が
エ
匠
の
歌
（
紀
80)
を
聞
い
て

【
解
説
】

っ
て
罪
を
許
し
た
と
い
う
。
琴
の
声
に
よ
っ
て
天
皇
が
誤
り
に
気
づ
く
と
い
う
の
は
、
音
楽
に
よ
っ
て
人
々
を
正
し
く

天
皇
が
そ
れ
を
聞
い
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（
い
こ
ま
・
な
が
ゆ
き

刑
を
撤
回
す
る
話
が
続
い
て
記
述
さ
れ
る
。
天
皇
が
歌
を
聞
い
て
誤
り
を
正
す
一
連
の
話
は
礼
楽
思
想
に
よ
る
潤
色
と
見
て
よ
い
。

雄
略
紀
の
礼
楽
思
想
に
対
し
て
、
雄
略
記
の
吉
野
の
童
女
を
め
ぐ
る
話
に
は
琴
歌
に
よ
っ
て
誤
り
を
正
す
と
い
う
要
素
は
な
く
、

い
も
の
が
あ
り
、
か
か
る
歌
と
骰
文
の
あ
り
方
に
は
雄
略
紀
の
よ
う
に
礼
楽
思
想
と
結
び
つ
く
こ
と
が
卜
分
あ
り
得
た
の
で
あ
る
へ
｝

天
皇

を
神
と
し
て
位
置
づ
け
、
そ
の
治
世
の
永
続
を
寿
ぐ
こ
と
に
向
か
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
礼
楽
思
想
の
影
響
と
見
る
こ
と
は
で
き
ず
、
む
し
ろ

雄
略
天
臭
を
讃
美
す
る
宮
廷
寿
歌
を
中
心
に
吉
野
の
童
女
の
話
が
叙
述
さ
れ
て
い
る
。
雄
略
JaL
の
宮
廷
寿
歌
と
散
文
、
雄
略
紀
の
礼
楽
思
想

に
よ
る
潤
色
は
記
・
紀
そ
れ
ぞ
れ
の
編
纂
意
図
に
よ
る
結
果
で
あ
る
。
た
だ
、
雄
略
記
の
、
歌
に
よ
る
天
皇
治
世
の
讃
美
は
礼
楽
思
想
に
近

こ
れ
は
、
吉
野
の
童
女
の
話
を
神
仙
謁
と
し
て
解
す
る
考
え
方
に
も
言
え
る
。
古
代
歌
揺
全
注
釈
・
古
事
記
編
は
、
天
皇
が
琴
を
弾
き
、

童
女
が
舞
を
舞
っ
た
の
は
神
仙
讀
的
イ
メ
ー
ジ
で
理
解
す
べ
き
で
、
吉
野
の
童
女
の
物
語
に
は
神
仙
渾
の
影
評
や
脚
色
が
見
ら
れ
る
と
す

る
。
吉
野
の
神
仙
境
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
は
懐
風
藻
の
も
野
王
•
藤
原
不
比
等
の
漢
討
や
万
葉
集
の
「
仙
柘
枝
の
歌
」
な
ど
に
観
取
で
き
る

が
、
そ
れ
ら
は
天
武
天
皐
の
吉
野
隠
棲
以
降
と
見
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
語
釈
に
触
れ
た
五
節
舞
の
起
源
が
天
武
天
皇
に
結
び
つ
い
て
い

る
の
は
―
つ
の
証
拠
で
あ
る
へ
)
雄
略
記
の
吉
野
の
童
女
の
話
や
「
呉
床
居
の
」
歌
な
ど
は
、
吉
野
の
地
に
神
仙
思
想
が
粘
び
つ
き
、
神
仙
境

化
す
る
上
で
有
力
な
根
拠
あ
る
い
は
受
け
皿
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
Q

経
営
学
部
教
授
）


